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〃S一一丁∫げ、わか唱和グ盾帥空間招郵券＝甜盲†毛の㍗須。月アか竹竿度の  
ミッシ写ン解柑と夜食綻打と基ド．汁、持年度の7P恒星デ′レ雛、汀、Ⅳ午風  

の7ヲ乍卜毛デ′レ観咋、終いて新風の統食餌東と総て．こミド脾∠ぐチ／月用 

絹牛酔方、内相哀願堵り綿匝旧敵且1リー上け一川貫こと′二なっトナ  
如劇紳輔ミッショソt翳すこの〃5イ「祓うしく細管咋丁帖、みラ  
しいPT→トM－3J∬－／写軋二よって打上巾卜5．乏して￥のミッミ′ヨ／産†線  

上 訪うしい且経紳外のハ。ラJ■チアンテナと楷「臼田宇宙堅固観測什と経由して、餉  

倦のミッシっソコントP一ルセンチーカ、りントP－Jしてdし5∂   

このよぅドして給しどすべて幹シしし・常温と如しし、・／7トウエア半よ∵て埋酎  

JりHS一一丁「♂汐／の任命としてこトラ勧うしいもの町イ■て拍針圧＝く働  

ゝくことh押射きここt－ぁまくこトちセ毎町号と窄のりドなる′   

／，M－55正雪ロケワトの匝取締路  

上．宇陀何セl鴫温¢宅璃、ヒ揉を  

5、鮎取離1こ狛Tさ才望埠稼・綾上何の過陀  

¢、各組輌否楓撞け3鞠の利卸机乙頂虹   

才zの目的ほさ胡乱アラオマ♂観批1卦さくを博軋ま曹官の扁鯨声けそ♂J鋳い  

トたさ鴫野と与乞3。MJ一丁ナて－tま、ト陽乱の観測のトめ搾のjrの観烙七捲  
範している。   

／．失職札イオ／観刺各（木硯札の逢え・恵尺一遇風の刺軋J  

ヱ．．7‘ラでマ挿観測温（亮碍丸1トトる70ラZ、■マ沌の電務恒乙√錘暢殊釘の  

剰ぇ）   

3、番号同軸顔倦脚」酎本瑠恥伽う感堀凋虹ノ   

国際的なハい晋夏探夷佃ド肯いて〃巨丁ぐ／J、PL月〝∈丁一月仔有縁  

ソ連の＼′拍AやモSAの糾［eのハレー 那輝軋増L、木取の観鋸行な  

ラニヒ竹づ貫く専断Ilしてい盲。乳トえ年㌻日印よ＝月甲句ll射′拍A′托叩F酔  
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）印U5－ M巨Tr．工〔Ellよって朗吟プチZいマ？い7と鳩めて、京終的  
卜恥ろ藤倉介一あう．．まト t⊂∈タンヤコビニ、再ンナーの尾部惑猿ぞ俸ド紘鮒  

のデーアと昭3。とと甥とていちユニのり叫巨丁ケの神経翫争く再婚宣  

禰綺2小う亡   

この官幣計j綿t王■ こオりな促年ヒ招rM卜T㌻の夏チ細ll？し、てれ姓しわムヵ  

て“あう．  

号宙納言席如ケ ア危榊  
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捻  

1 ＿  ミ 、：′ シ ョ ニノ  

わか帥〆啓星河堅固ミッション（よ奇しくも／紺Jキュ円仁大敵描線虹㌻う巨方な  

短同軸智者堅で‾あるハい習星を日当てとして行んれ・3ことド在っ仁．このハレ・一曹  

鋸．よく宕kルてし、3り仁ほぼア占宇の閥互勘．釦ヨの軸狙／・ア′彿二  

いさ絶て・冊占車ヱ侶アこ’ろド丸愕まで針占仙の距軌二血ブくと子翫イtていき．、  

こ卜l招声価〔か一うい再開人海硯別の苛官て・あろ爪裏面かうの主任介て－あ  

ろ′恒茎簸牽t↑7仙iこあいて州ヱブ止C仰k“。ゞ匹「5とCと彼の矧司卵管夏′二戸ヒ灯 ㌣ 

か
 
 

て．ユ鞘呈失さく＝し脾い二者かち六さな管蔓＝  
聞直して人机二慧トラ卜てでトものであろ。／9′じ  

から晋星針巨・た▲な丸林・／ま卜人乳を線液「血」  

ぅ畑．数んの√乾酪太守作ド  て
 
J
椚
T
 
 
：
 
 
 

の象確軋のf軌こげその軋直ゑ作  

乙＼のて1．（＝よレ、刀、ヒ建卜与イtr≒。  

し・b、し そのよう・な．ことも忽け琴凱キ如管す乙一ド存在した増産鹿とか如吏好（ニよ  

って讃しく級軋新見さ一ヰ隼の・であ3っ  

授の′9卯年の軸物二【壬・軸吐か一ちょけ把恥ぅみて笹しと・硝の年子 

， 

柵体い、う維細か補す3クぐ・、こト音憎いて駆草卜／度しカ、こ字▼‥ノ、し一章柁の  
純絹な声うということカせ翫ウtこ企如れてし、5介て∴ちれわ可軌1がし、‥ 

寺十’l二紹直とそ冒てM聖ロナりトの往良什一血み、この十敬一鮎・暗部を碑とて揮鰯・と  

旦あこと巾′イチ5よぅ〔こな「ト。  

せ卑軌。LT吹叫銅線簿し∈SA）か1如丁叩ヒ射寸竹雄絹本疎音′、い雪質の  
叔巾、ら！pekルいのところ！良風壬せて耗の耳鼻も猥フトツ、まト夷かう草魚丁爪3  

才柏欄如主＝て桁りことわナ鼻して勘、ま 

み仰丁丹仁王掛グ揮企称を金蔓経由で′、レー智空知／オポの止腺。温り、，寄留から  

葺泉1Jし3掬垣、竃の何の化号舶反応巧筐底灘官の碑合わけ大敵lと官軍尺丸〔プリ  

欄互咋耐と葡トること主計包して‥吉 

一れ宇宙軒学研え件のPL帥打瑚／椚イ㌻計あ叩．Pレ＝／∈手月花屋諸・ド水素  
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ラ1マンア′Lヤ解い之・占A）い佃軌酎∫る線離農七据叙し、′ニレー卵グ  

・和‥牒思しト，kヵ、ら村宴席外錦卜よソ倣芦綽峠巨大な7ト譲っマの節気l行なラこ  

とも計重圧ていら。号嶋tヒ若ド．を♂頗確の何とぬ7て末軌1の符勧之を（イオン凡  

い一客i）のエチルで一鮒甚よて、・ピッチ華脾午払と・lの剰ぇを行なクことドLてL・．享々  

この節グトれこ散稼互断・らと■l坤牌仲ヒころを射√チかとしへウニと・「こ「  

いてl‡、硯㍍もな岬え？叩あちかて今♂こころ、（げ、ルオ抒のところが号とう  

lへていち～   

一・オ、Jレl≦イrtユ．号のを巨ろ日軌言M－3S正雪pヶーァトの性能碑経机乙一花  

奇瑞Lしけ離卸抽机両町摘制抽離れ拍け．末席凡アラスーて持物、  

木浦笹りソおよひ‾東電何納品楊グ瀦剰ぇ各i偉観しておソ、烏乙碑軸弼ヰ了住  

ド払いてt‡、 こ卜ら桓軌こLエフいて♂観割と－了りと芭巨トレー管賢蕗且軌二甚け  

ぅ丈掛正号作れ把揖象榊りこと一ドより警官札執揖8乏作押ドフしlこの紬を猷ク  

こすうも省こレぁちク   

こ刀ようド両花帥か任命序碁即捏腎なるもの▲こ・あさか∴一方篭れモ、トの観判わ、  

ち考いと卿卵叛も巧と主クてと♪〆t、さ5、そのrミめP」仙打一月／什▲rrの  
ミッシっ／t才い・－し‡ノミしてハし・一智賢ミッションL方＝こと■わけていさう1．  

沈下巨，でで・訝しく卸町虜針恒守つ拍ンー5一  

晋引手R褐1／つの鮭こLT瑚円き榊錘廠媒鳳錦凍且山腹行・す．ろ′」宣  

釘付け∴日中机鉦一感止す5こざl烈咋財産茫レ、細っ－．にア男の帯紙弟J亡ノ√  

太碍几いよって、tま車k碍とえ紺佃巨をと引い仁清玖な帝タ1取3rそ♂聯粕可ハ  

ト恒．乳同乙、け古風l■l主り里】’享Jこけ“級′－ヒ中辛笹下てきた－そ・つ本体、椚  

翫中神ていさ書軌相打車軌こ軋ら砕こ叩ーい、で〔、木酎、ウ4打直・、．昭瑚  

H亘智射りへ・ワト′しの帝え頼れ〃イごか動壬〝－・ト仰♂飢ぇ琶It甘L打、  

主として虐とぅk楓′こ－釦・恒竹瑚執・二律則なもダニヤクと号い←ト 

′ 

の碩7存紙鼠捲享拘官相子（「ていこ考Lう小一て拉ソ、管掌〆辟克（了、束縛吾乾埼、  

の紆乱卜いlし五泉bいとさ小・てい昌． 

て・√りlこ関れ托し筈．誘い丁こ）fく♂塊ソと考い打丸裸β－ラ2Aレりいの㌍払ドく  

吉L，木綿り√、乳ドJrて貰ぇと紙炉二仁．乏して．和合■3打てい3拘翫虐t合  

かて笹♪外、敦1d七 っマ匝け見浦キしけし1カき．そ飢トノJ＜吼太碍功督タ／坪  

l二よこて7絹1t分解卜、・絹い相客となソ、ヨ・ト‡功′摘緩佑粁摘擁和一丘  

凍ド，7榊如（等紳iこい・て′絹と観音fこぅ弼  折貫く このようドして勘緩速  

そ♂晋射、レー智電   しな叶う尺号の′緩り奄の射It確さ訳し  【
人
〃
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印さ渇か㌧の距匪エ．仙lこわいてJO埠＊有子／ふ打と終え子卜了．】′絹lま長く妄kう  

打てしりよぅド．良縁わ、らの′招ラ1マンア′しファ錦と必え舶（こ君嶋翻してて”で  

こ碓井雄l通す▼か噺象凱りって＿二この′絹雪壬藤像す3ことかでチう∴、三言こ－  

トもロイっトヤ行号llよっ・て、コ太一チア智官、クエ7トぢ堅なと「の水草雪舟1凝～丁  

恒わソ，この笠鼻ともヒl二してノkを釘発射矩諷 いいて体．コマ♂牢の化号久ん。  

フいて、かな潤しい諷萄相川て？み。Pし神町州は 血亨iこなって阿茫ヨ小声  

郎櫛絹手り刊いて常年ごしトま巨・7てく5ハレー琴竪の7綿雪碩生わ1相和  

でも．モの横軸稀温こ果iこ朗網戯鞠一二蹄促しよっヒす5のクご乞・刀㌘／の紬ヱヘム  

リ∴帖いてを鞘綿′絹宣緑林掻き与ド如拝きド打すゴ子か1かツ・村動■乱  

と背撃との摺邑咋即け刀蹄えと行なわりり5カのr■カ3。PL川Fr一拍牒針  

承鹿虹軌叫PL伸■ET一月挿水毛管の勘1〈りこ乙こじ叫5が「こ硝（まノk季ライ  

マンアルファ韓減食衷化ヵ、ら来賓牽？5紙砂箱邑iつフいて、節ししイー71帝3  

こてp一紙．上皇乙の蹄乳t象ド絹監化すきこと巾rt′チ5   

／オ、無印奪略舶丸も合Lて一郎組の御厨えl‡、凋の、り神号如あいト  

で断りtてレ、、区Lのであソ、今～ヨ♂2抒を躇1りう縁取千把許軋臥りの匁邑！呵帥Jの  

7ぐ7え■マムよ乙凋碑林旦♂蹄えド賃覆なデー7盲動たす5ものであさこ乱二こ♂新和  

館射雄いてl；、わ町軌摘草ll適し入寮毎の郎打い止ぞ丹て声1■、木酢打‡ド  

れ丁言玖望ヶ卿言之卜3とこ一ろでみ5．．iん こ材録瀦朽、レー嘗星ト音紐チ5薦  

恥デノウIま．木精爪ヒぢ誓〆稲生仰和蹄えド趣酢て有郎トクき遁イ君て・て．∃こ  

ヒカ・一貫弼さ打ち．  

軒圧、こオ和紬称‡章賦償の禰勘拍ちか・れ且鶴銅針∵汁て／才子仁糾親王き  

得けlエー，㌍しと‾し可一才iぞで■あソコマントわよて、了一夕恕押嘗乳こ「・、て♂．．ごくケ  

し硝隠…け紺て轟．性し．肇駒場ド「いて／碑剖準置か与♪専諦り・イデ  

l一 ミリγ√、・ラニ・Zなこ一い√ニ。・与掌！ってlしち．  

字射ナ号行末行  幸 魚卵碓  
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雲≧．   シ ス テ ム 吉受 冒十   

ア」A〟ど丁－A／MS一丁∫の何針ま、路茅7∫4卑且l＼好古われたミフレョl   

シ阻行およ仇■板金敗れ＼鼻づヨ、抑∫J卑‘月うれオ＝訂計計Å乳・くり正村   

暮くスタート した。   

ァLA〟∈丁－A計風ヒして′コ、武於辟査放MS一丁5とハレー尊皇冴査観   

アLA＜JET－Aのよ親友画一70・コシ・エア＝して、掛軋プれ∋風刺嵐各及びぎ号  

れク仁君臥した眉千の手相乏紛、，7弟んと■司一良計せ進め3二∠∠した。原互鶴   

の鼠針廃れヨ、親且、竜泉．」直属、別解皆々ふサブシステム毎≠つ一彗ンブ■フ   
ル′プす行ゐ、ク．システム乱れグループブ調整の上、甜息軋宣教告．底直する   

∠りウ帝式ゼ崖／カラりしに。   

帽者ロJ7年及■こ＼〕、内界企放共二軋のプロトそテル（蹴落弘置ウオ左MS一丁   

∫乱びアLA／“丁一Alこ思わせ7凰汲ん5）ガ見入．拡勤玖験、塾長狂乱験今   

のノ各、腐蝕淋鹸互朴む佑ふ武験木見放コれk。二れら一旦の或験り鈴掛dフライ  

トモブルの及抑くフィード′くヮフつ虻、句tゐく最終盟軒の形ブ乳針水痘籍つれ   

フライ←モ盲／しの 

8召套ロ∫∂耳／2日かう 習J9与2日・二・れr÷リ．首届対号£市項殉（靭塙）∫∫一考瑠官   

～F t プラ1トもテルり 三イ盟㊨ゼ可約み合《紘級も 掌絶、犠隠叫 庵気．叫   

インターフ∫イスの硝‡た・jl能のチ1リブカ∴拍われrl。  ニニt▲ 鮮見ごれーシー、具   

合色 合摺増大写 ノー刀一lニ 持ち一席り 孜鴫．さら－ニ 専権一二於．了ち一電喧   

わ、Jひ、尾久呵咤柾ミキ喰七 鳴り仁。   

p雲壬ロ∫9耳∫自ず、－：ノlゴ  如柁及1ヤ・ノハース！二 城戸打t才ちし．総合往こ！披p・質砲   

竺「れ・租屯ヨtl：・撒絶叫・電気叫の今てのすf‖，7も 克了しぃーら．   

J′t・ニ 三人破胤ギ／JS－一丁ご．の1憫＿専l二つ、′で 丘べち  

〃エー丁‡・J鴫如‘0寿・／日．虎児風音宙か断絶刺殉（甘言亡）カ、ら．〃－jS好   

一／弓軌l二Jq｛1J上け、山・■子息！れ1‥ら。  

■M5一丁5－古瓦承句初の人工各局乙して．ぬ星向変朝凪行の魔嘲見放．お  
う上げロワ7トの遁乱酔局、朗偏見蕗史験、暮勢及耶且風刺斬臭攻守エア明る  

見放之土且珂∠した圧査楓せあ3八何軒＼各星何重直の劇痛およぴケラズて庇  

豹、大帝胤イオン〃3風刺兇去卦束して、′3．  

孝宙刷  上カ ■好も  

れか電久（晩）  
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一元． りご一丁い二級く．碧／0弓子斗号呼星の ア」A†J亡丁一A・Jハレー車  

星の九泉コマの止Ⅴア鼻級像乙入穆軋のプラズて風刺£目的乙し久lのそあり、   

P⊥A〟ET－Aり土白描せあ3最低乙、〉ク壷メ、ラガん3と．原産拭應ゑ且ブ  

スピソして、J；さこ′∠■ヨ斬jし＜丘、フ．一方深度玖乏3軸制御オ札∠す3ン∠・ゴ、  

皇骨、塾設れ刺桝曳励め∠了∋凰席上の向盈の 

、「う鈴蘭承抒う打た．≦の鹿泉．蘇査観の鼻Åシステム乙して衆力払方方＆人見  

ばれた■押う膵査扱の手勢手私有丸13スピン卑見オ礼∠すさ・打与上げ呼2rp5  

〃スピンーゴ、属∴ファモーター姓放射後jク「戸川lく蕗耳＝し、且らK大帝捕汎  

制御（スピン劇と大帝方向とのれ7角戊壬ア〆へ）王行，て．承査軸則面一く鮨ラ  

九た人命電池メラの亀カえ鹿俵イ3．宣の後スビ．ン劇五泉且飢く卓直∫く立て、入  

物センサとスタースネマナ∴・てり孝勢え如コ、スピン主題功ほ姐セ■′3J・j′ア爪  

乙イ3。五度修正乳状入時劇射尊・くよユ黎督〃乱れの慮五山まヒドラジン玉座桁∠  

した占其のガスシー1・7ト風量互何・7∋・此奴やとの且信K】J鑑査賎上砂く各臥し  

たオフ七っトノマラ岸ラ旦〃ノ方JLメ7ル・デスぺノアソテナ左風、7、ンれ乏スピン  

に記卑了 

． 

′レ差戻泉プせ析見え・才人3・軌乳d比Ⅴカ／ラのとcD面⊥〃凪像乏スピンK何  

期で亡てシフト2七．鶉／砂向書風づ∋方式乏政府 ．MS一丁∫lユ最組畳  

五蕗乳してりるりカ，Å泉モーメンタム・ムイー′レ■さ不孝グあ3メ、ア」A〟亡丁  

一Aの千傭試験左行ク恵味ブ．A＜同一の几イール五経東レ．β．よrp机きそ線  

度耗のスピン£各とすえ放と巧ク．  

J「ニ．〃S一打 てけ、相一卜倉軋璃…†判て、一うミリシラン乞 雪托すーっめ、  

接線櫓二芝り 毒血l二・J十ゲ ㌻i駐中・・・ゴら寸トれ、合わゼく，ね増思キャンー、。ス  

の砲丸シールドルーム内t 思搭紅隠£の払訊t－ノバ刺えも竹中れーニ。  

1日1ニ 〃エー丁∫の組合呵i毛ん・略温配置考もj、す 
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総合諸元  表1   

項  目   諸  元   備  考   

1．ミ ッシ ヨ ソ   0惑星間航行の飛翔実験（ロケットの性能評価）  

○遠距離通倍実験  

0姿勢制御実験  

0惑星間空間の位場観測  

0惑星間空間のプラズマ鼓動観測   

2．ミ ッシ′ヨニンライフ  

3．軌  道   （1）打上げ日  1985．1月   

（2）軌  道   図1－1  

五］汀上げロケット   M－3Su l・弓機  

5．リステム全般  （1）外  観 1．4m声 図1－2  

（2）ソステムブロ ック図   図1－3  

（3）描織機器一覧及び盃陰   表1－2  

（4J ロケットイン∵ターフェイス  

ロケットに組込まれた探査機の状態  図15  

（5）塔織機器配毘   図1－4  

16）賀盈特性   表1－3  

け）スピンカ向   

KM接線融から見てCW（時計方向）   

G一触制御系   t＝ 制御方式 0サーマルルーバによる能動制御  

0リアクシ’ヨニ／＝Iントロール系の  

配管等はヒータ忙よる制御  

（2）阻皮予測   
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項  目   諸  元   備  考   

7．屯源系  

7．】太陽電．弛  11）方  式  ボディマウント   

（SC－P）  図2－1  

打上げ初期（βs＝900）  

BUS 20V  76 W  

8US23．5V  88 W 

（3）素子  

2×6 d    ∴1400枚   2×2d 896故  
0タイプBSFR  コングクティブ  

○カバーガラス ヒューズドゾリカ■・  コl一－ティ／クは行  

（溶融石英）0，1お1mt  わなレ㌔  

0変換効系 12．9節 以上  

7．2帯磁弛   

トDAT－）  

13）充電制御  ハイレート充電／トリクル充電  

7．3電力制御器   

（PCU）  t2）上限制例電圧 2 4V  

（3J最大シャント電力  

（41充電電流111GH；1．乃C以‾F－，1．OW；1／50C  
（ノミナル）   
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項  目   諸  元  備  考   

7．4  コンバータ   （l）入力電臣  ＋16V－＋24V  

（CNV）  

CNV－A  

出力喝旺  屯旺変動組閣  雑 音  リップル  負荷容稔  

十15 V  ＋14．∈卜・′＋15．3  1∝hⅣpp  50汀Ⅳpp  2．14A  

＋12V  ＋11．7、＋12．4  一ケ   ／／  2．O A  

－12 V  －11．7一－－12．4  〝   lケ  0．8 A  

＋ 5 V  十 4．7～＋ 5．3  〝   〝  1．5 A  

－ 5 V  － 4．7・－一 5．3  〝   〝  1．O A  

てCNV－Bヒ   L、～  ＿も  

出力現出  礪虻変動範囲・  ・雑 音  リップル負荷容量  

＋28V  ＋26．9一－＋29．1  1Wpp  5醐ppl・5A  

刷 発振周政教 30KHヱ土20¢  

7．5てほ流センサ  

12）1iArl，光政鴨場統 一2．5・－2．5A 3．0・－0V  

刷 負荷唱琉  0－6A O－3．OV  

7．6イグナイク  
鴨源  
t2）入力佗旺  ＋17－＋24V  

（lU－lIS）  
（3）静乍ほ容備  330／‘ダ  

tイ）充電時定数 0．5秒  

7，7一心力解析   襲2－1  

12）遇川モード別消栗閻力  表2－3   
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項  日   諸  元   備  考   

8．通信系  

8．1・Sノミンド受  （l）受信周波数  2．1 0Hz帝   SBR－A，B   

受信機  PCM－PSK－PM（コマンド）   2台搭載  

（SIHり  Tone－PM（レンジノダ）  

13）サブキャリア周政教 512■11z（コマンド）  

（4）入力レベル  ー140dBm一－－60dBm  

（5）帯域隔  1．5MHz（レンジンク）  

8，2Sバンド送信機   2Z． OHz帯   

（TMS）  5W／70nlW切換  

13）変調方式  

テレトク＼2048b？S…■■器エ 
アsK  

128bps……  NIもZ－L－  データレトは  

NRZ－S－   
64bps  

冊ⅣOLUTIO  
（コンポリューショナル   

コード）  

レンジソグーTONE  

川 サブキャリア  

テレメーク2048bps…… 
＼ 

8192l■1z  

128 bps ...... 8192ⅠIz  

15I変 調度  

テレトク 

＼：：：：ごご二：：二二二 

レンジング………………＝…・ 0．9．rad  

8．3ガム・エアンテナ   

図6－1  （1．OA）  （2）利  得  一別Bi以上（士860コーン内）  

＋5dlうi（ピーク士00方向で）  

13）桐  波  右旋円偏肢   
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項  目   諸  元   備  考   

8．4 小利待アンテナ  （l）型式 3段コルエア7レー   

（MOA）  

－U．5d8i以上（士160内）  図6－1  

（3）偏波 直  線  

8．5高利得デスバン   

アンチブ  

（110A）  
（送信）＋23．1d8imax  図6－1  

ぃずれも士5ロコーソ上忙て誕B down  

は）偏汲 右旋円偏波  

8．6ロータリー   

ジョイント  
ほ）周 波 数  2．1・－2．3（】1・lz  

（lも」）  （3）通 過 電 力  5W  

川 VSWlも  1．2以下  

8．7匝l顔役糾  （1） uOWNIJINK（Ul）SC）   

（Sパンり  LOA・…‥‥‥‥‥‥‥・……＝‥‥＝‥‥  図6－2  

MOA ……………‥‥‥‥‥・・‥・・・‥‥   図6 －3  

llUA ‥‥‥…‥‥＝‥＝・・・・‥‥…‥‥‥   図6－4  

12）Ul）いNK（Ul）SC）  

LOA …・・・‥‥‥＝…………‥＝…・‥  図6－5  

MGA．＝………………………‥－‥・   図6－6  

11uA．……‥・……‥…‥＝・・・‥・‥・…   図6－7  

8．91川l√送信機                                    ll）送倍周政教  400MHz荷  

（●rMU）  はI 送侶′岨力  U．5W  

t3）変調力式  NlもZ－⊥－Nlほ一日－PSK  

川 サブキャリ7闇政敵 8192Hz  

（5I 変 調 度  ひ．9 rad   
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項  目   諸  元   備  考   

9．打上げタイマー  （1）機能 2段目タイマーよりスタート信号をうけ   

（EPT－SA）   IO系シーケン∴ス信号を出力ナる。  

ほ）制御項目と設定秒時  

設定秒時   項  目  椀  考  

⊃ト秒時は仮である。  

Y＋ 2 Y 

Y十 3 M311点火  

Y十110 P 3－→PKMmode  P3用PS－OIJIJ  

Y十115 M3【l分離  

Y＋117 PKM点火  

Y十250 l⊃KM→YSAmo（le  PKM用】〉S－0ドF  

Y＋252 flKM分離   TMり－ヤS－－Ol叩  

Y＋2551】訂PT－SA－ストγプ  

（3）出力秒時幅1秒  

14）バックアップ電源  

（5）T凡／SI）コネクメイン∵ターフェイス…・‥，‥・・・   表8－4衣8－5  

10．コマンド及び  3．】節  

データ処理系  

10．lコマンド   

デコーダ  
nPUへ送出する。  

（CMl））     （2）入力信号形式  

pCM（PN）－PSK  

（3） コマンドコードのビットレート  

16bps  

（4）コマド送信コードフォーマット‥‥・‥…・‥‥   3．1  
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備  考  諸  元  項  目  

（l）機能 0コマ／ド信号の各機器への出力。  

0プログラムコマンド忙エる自動管制  

信号の出力  

0データ編集  

0観測その他に必要なク 

の出力。   

12）コマンド項目（リアルタイム）  

0ディスクリートコマンド項日  

（225項目InaX）…・＝…t・…  

0ブロ ックコマンド項目  

（8bit／／／項目）  

∈13）コ÷ンド（リアルタイム）出力方法  

○ディスタリートコマンド1項目の  

NO一己．t柑CKでの実行  

0ディスクリートコマンド1項目の  

C111壬CK（テレメータで確認）後の英  

行。  

0ディスクリートコマン’ド1一－15項目   

1U．2 データ7■ロ  

セッツング  

ユニ ット  

（リアU）  

表3－1表3－2   

表3 －3  

のCl柑CK後の実行。   

0ブロックコマンド1項目（8bil）の  

C‖1】CK後の爽行。   

＜注＞ リアルタイムといってもコマンドが届く  

はIAUで約8．3分かかる。   

用 プログラムコマ／ド頃日（255項目max）・【   

（5）プログラムコマ／ド出力時刻間隔  

】28秒／512秒／2U48秒   

（り ブログラムコマンド制御時閻（15）×256）  

9．1時側／36．4時聞／6．0日  

表10．1，10．2  
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項  目   諸  備  考   

171 ビットレート 2048／64bps（データ忙対して   

ただし．64bpsはコンポリューシ′ヨナル  

コードに変換ナるためテレメータの送信レ  

ートは128bpsである。  

l別 ワード長  8bil／word  

㈱ フレーム長  128word／lrarne  

仕切 メインフレーム艮 256lralnC／柑inlramc  

㈹ フレーム同湖  3W（FAf－320）  

㈹ メイン7レーム同期 Fl  

u謝 データフォーマット  

MS－T5  5モード（観測）  衰4－1  

2モーード（RAM照合l） 

川 A／U変換鱒聞 138／上sec  

仕9 A／U変換出力 

㈹ A／1）変換精度 土0．8痴以下  

（入力信・号4．5Hz以下に対して）  

川 11CM出力倍号  

2048bps PCM（NRZ－L－NlもZ－S）  

128bps l－CMしNllZ－l」－NlもZ－S－  
CONVOIJUTlON）  

1U．3 デークレコーダ  換気バブルメモリ  

（l）1り  1Mbit（256KbitX4）  

13I記録時間  8．3分（2048bps時）  

4．4時間（64bps時）  

川 朽生時間  4．4時間（64bps時）  

8．3 分（204岳bps時）  

1U．4ハウス   （1）淑u荘項目数 64項目   
キーピング  

12I測定項目と物理擢換算式 …＝＝……………・・  表4－3  

（11K）  
川 イ撞休偶保温岐センサ貼付位匠 ………‥＝‥…   図1－1   
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項  目   諸  元   備  考   

11．姿勢計測系   （l）視野角  精分解詑＼A沌向 00  

1l．1サンセンサ   El方向 士50   

（S∧．S）  凰分解能Az方向  
て  
El方向A－380～＋鋸  

B＋400一－－8㌘  

（2）分 解能 梢  士0．0250  

姓l  士U．50  

（3）焼山素子  

（4）出力データ 粗－ 7bitグレコード  

精一アナログ 2ch  

11．2スタースキャナー  Aスリット：スピン軸と並行  

（l）視野 角  ul＝200  
（S－rS）  じスリット：スピン軸と200  

i2）視野小′しとスピン軸とのオフセット角150  

【3）形  式 Ⅴスリ ット  

（イ）横川素子 シリコンフォトダイオード  

侍Il．＝カデータ 7ナログ   

12．軌道．姿勢   ＝ 機  縫0リアクションコ／トロールジュッ   

用り御系   ト忙よるスピンレー‘ト スビン軸  

制御及び軌道修止。  

0モーメン′メムホイ ールによるスビ  

ン1削御  

眩I 一スピン レート  

打」二げ時………120－rpl11  

自助太陽柵捉Il針・・‥・……… 打上げ直後のみ                          30rpln  

観  測  時……・・……・ 6rpIn   
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項  目  諸  元  備  考  

（1）機  能 0ジェットスラスタの制御  

0ホイールのレート制御  

0姿勢データの計測  

0姿勢関係のヒータ制御   

12Iジェットスラスタ制御  

噴射位相設定精度・・………‥＝  0・0880  

〝  範囲川…川……・0～3600  

噴射偏設定精度 …・…・・‥・・・・・・0．0880  

〝  範囲 …‥・・・川……・0－3600  

くり返し回数設定範囲 …＝…t… 0・－1023回   

（3）ホイールのレート制御  

範囲：2000土300rpm  

設定精度：0．954／Jsec（U．064rpm）  

（刃・姿勢データの計測  

Dスピン岡加計測  

Ⅰ一卜Spin時（6rpl11）0．244msec／bit  

lJ－Spin時（02rpm）7．8125msec／bit  

Oスターセンサ信号にエるスターパルスのサ  

ンバルスからの遅れ時間と強度の計測  

時l琶ほ十測精度 7．8msec  

12．1軌道，姿勢  

制御回路  

（ACl〕）  

サンバルス基準  

特例計測範囲 0～511sec（U．117rpm）  

計測スターノくルス個数 8個×2スリ ット   

11）／l】迎動畠  20NlnSeC  

t2）回転数  2008士300r叩I  

13）形  式  UCブラシ′レスサーボモータ  

りJロータ慣性能率 0．0953 k，㌦  

12．2 ホイ ール  
ドライバ  

（Wl）lら）  

モーメ ンタム  

ホイール  

（MWA．）  
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項  目   諸  備  考   

12．3 リ7クシ′ヨ。ン  （1） スラスタ配匿 ‥川・・…＝……・・………－‥・‥・…   図7－1   

コントロール  アキシヤルジ＝．ツト ……・－・ 2ケ各3N  

（1もCS）  キャニ／ティドジェット………  4ケ各3N  

（2） ジェット燃料 ヒドラジン 10kg  

12．4ニューテーシーヨン                （1）形  式 シリコン∵オイル封入型円墳ダンパ  

ダンパ  甜娩紗錆却 5．7分：アンテナ，マスト伸展軋   

（Nl））   
6．5rpm  

1（）．2分：アンテナ，マスト伸展後  

6，5rpt¶   

13．デスバン制御系  

1：！．1デスパン  （1Iデスバンアンテナ制御可能スピンレート  

制御回路  
d一－8 rpm． U．1、0．5rpm  

（りし＝・り  

t幻 デスノン7／テナ指向角度設珪将皮0．70  

13）制御信一弓柑皮  U．0880  

川 ブロタラヰ制御 0．08て／sec－0．㌘／day  

（5）角度データ和鹿 U．0880（6rpm時）  

U．0880（U．2rpm時）  

帽1スヒ∴／間闇棋汁脚  

和  皮  7．81¶SeC  

範  朗  0～511sec（0．117rpm）  

1：i．2デスバ／モータ  1）Cブラシレスモータ  

（人IJM）  16   

モータ  
ドライバ  

（Mり1亡）   
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項  目   諸  元   備  考   

14．観測系  

14．1プラズマ波動  （1）観測目的  

観測装匿   太陽風プラズマ波動の電場および磁場成分の   

（PW上リ  測定  

t2）観測装匿の概要  

・・七∴／サ………  タイポール型ア／テナ  

（電場測定）  

サーチコイル（政場測定）  

・周波数拘引型スペクトル分析器＜⊥F＞  

4KI・1z一－200KHz（電場）  

16chマルチチャンネル分析器＜ELF＞  

7U上1エーー3Krlz（電場・陥場）  

14．2汲動密度                              川 観測目的  

観測装匿  太陽風のイオ．ン密度・バルク速度・イオン温度  

（SUW）  
の計測。  

（2）観測装匠の概要  

積分型遅延ポチン′ニ／1・ノレトラッフ  

14．3感㈲刑塵傾              州 別測目的  

観測装眉  感酪lとil空聞の敬弱な藤場の観測  

（1Mド）  

・センサ………  3次元リン′クコア塾フラックス  

ゲート  

・ブーム長 21n・測定レンジ士640r128nT  

lイ．4打上げ環境  

i盲l・1別躾脛  

（lNS）   
ムデータを取得するとともにDR忙記録する。   
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衛星乾険垂景  128．3 kg  

玉   藻  RCS燃料  10．O k夕  

合  計  138．3 kg   

RCS燃料10kg  

垂心位監  

U 

コヒ   

1x ＝  （ブーム，アンテナ伸展前）  

1Y ＝  （  〝  ）  

1zl＝31．0噂・〟（  〝  ）  

1z．2＝  （ブームのみ伸展後   ）  

Iz3＝  （アンテナのみ伸展後 ）  
個性モーメント  

Iz4＝  （ブーム，7ソテナ伸展後）  

oR，CS燃料は10kぎとし，デスバンス部．ホイー  

ルロータ部を含む倍である0  

○デスノてンス部位性モーメント＝0．195k汐・〟  

0ホイールロータ郡  〝  ＝0．0953kg・J   

2dO   



図 3  ロケット収納状態  



図ヰ 機器配置（1／3） 

●印：湿度センサ貼付位置  

2る2   



堪
単
モ
韻
も
 
 ヽ    
ヤ   

㊥   

閉 4  機買詩配置（プラ ット ホーム上面）（2／3）  

2ム5   



観
せ
モ
哉
か
ト
ヤ
咄
娼
‥
思
●
 
 
 

（∋   

機箸芹配置（プラットホーム一面）（3／3）  
岡 〃  
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第1章  観 i別  棟  昔旨  

1． 1  フ●ラズマ波動観i別海置 くPWP＞  

l■旦＿   

MS－7Tlコ．肌JETA／二免行し・そのテスト邑かねて・JTろ上げられるが 営′J  

ち摂椚テストだけで肯く．／＼し一昔屋と太7場凰との層且作用の書法きf暗くたのの観  

割き官布す吉，二れぷト 言行＿唇力兵件の表Il露にJつ．留置閤雪厨のプラズマば  

腎己乙＝？－7葛＝とモノ・その三㌢ シタ ンの一都ヒJJフてIJて．顔、丁れる刺客  

JJ  

り7Dラス′マ要害扮夢着じ芳  

；i）太陽摩し靡乱歩  

i一山好夢閻空戸辞露碗膏碧5即題  

であ弓．；れらの感L穿のうろ昭／フ．＝＝で仔．フりラブ了頭勧鎗利男につ＝て述へ・・  

る．  

2 声的   

雪星の凰に持．豪く∠に）られて1－る∫ウJ＝・フィ70工と9イア∬がぁる。＝のう  

ち アイ78Ⅱの尾‘つ、f校定が太陽たJ三を′受・17て．月や勧することに磨医用、′誘る＝と  

が判明してrJちわt■▲ ウイ70＝の尾Iコ・刀’スサー王威′分7■・ス限敬ノ＝吹き読了れて．  

笠ざれて【ノ葛．しかし・群舞にうす＝ガスヒ・ニれきたうでい京間J蟄アラス∵フ丁ド  

いっ 乃1・■ rうL汚メカニス‾ムでJ戸且イ写周してい葛のか．ニの眉呆辟凝け・盲琵であ  

る。   

＝＝で琶均してくるのが・イアンこ′宮子／＝ナ′趣した賓星グ・尾のカ‖ス．一ノまり．  

尾のアラてマと∴ コ㍉菟薗との三波即－．粒jヌ苫且作用のメカニズムである．＝うした  

点の解印判＝ーつ▲アラア1フ戎手刀の館刺が．崩仁子盲ナ刺ととも／＝石打℡であち．．   

二雪雪の屠習βで生じて1一石メ勇ニズ乙に植えて、芥痛風ゼのもの、セして、セの  

太1璃層のβ・ぎマ丁′㌻チ即事のj寅j彗．＝二／＝間男してく葛．ス膠声，エネルギtr劇才免  

の呑羞も・同館／二間啓ヒ丁れ乃〈てl訂存ら花－・・そのたの辟場や，大場風の嬰刹  

ととも′に・それモーれト了らけらJ＝㍍，だ，脾や滋子の孝てり＜．－イ古の≡毘イ不の耗月咽  

つヨソ・メ占像下敷他年卑のnカ、る耶で・如ち上て－も．ブラズ7好勿弘明郡壷啓乙・  

わ∂．   

j．額訓ナ丁象  

は上の自白りのたの／＝・すTl包丁れてl】苓讃■勒の顧汐／ゴマ軌言．  

l■ 壇引二間マ弓アラブマ済むの電賜成ゲ、  
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Electric Fi01d  
2・タイフ○』r形ノ重要の優甲月壬ノ分  

ブ．惑星間珊の弄イγスラーモー  

ト■密の一都  

4 払r机道沼Md凸諺の電県犀功  

一 鮮卑聞雪簡の註イ．／スラーモー  

ド三度脳頒声支ナナ  

7†あ石．皆一区‖＝．奇癖鹿批罷Jd）成功  

度び廊婦辟（晦阿批毎刷併仇＝対し＿ それ  

ぞれと厚1乗数と三安叔の領工或で示して＝る  

後昏多左入れた野ゲが・毒綬副わ貌とな石頭  

f或で診る．   

ビ＝ろで 惑零闇雪間で伯、′宮子ワイ  

ウロトロン序l破教もけ・J朝地（汀／＝  

出し）げら 恥H冒（20√仁君し）の範囲にあ  

る。一方、アラズ、了厨諺教子p 帽∴  

20 匡Hミ～4∂ヒ他にあって、  

ヲ0く有／克くヲ00の宿動二あ石。つヨリ  

山一kダイアグラムでJさ．須7囲の甘テ2  

∫り侍・むしろ．穿2図に元号せ兎に  

1丘＝L ニラしたげ君の砕7一、きす■  

＞
0
‡
】
⊃
○
】
亡
L
 
 

M80n朗血FねId  

1すt   げ1  1    W∧V∈llUl18ER  

賃1周 電利F庇tバCF扇d）月び磁界   

胱耶肌庵勅諭‖7．裾剃刀穿としてl一さ   

アラズ7夢動の領材・叫咽上仁鯛とげどこ   

した野分仰蜃万博砂とガる  

〉三叫／k  

の衆碑き藩たす才うにアラズマj竣勧が  

山勘坤で周虐′丁れる○ 官2図でけ．三  

第2圧）  眉雪間劉節7∂ラオマ中で鹿りうる  

山一良郎・対象凧中り・塵きヱれf毒牙ヲ  

動線と ㍍一員囲との衣魚で．穿勒乞食管す  

る「  J夢押鹿瀬が圃慶て′ス庵原  

々体の或屠が一偏の轟食の慮席ぞ・Jつ和ウ。  

KR   
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j菅頬の工ネルキ■－ズ甘子に田して．（り式乏満た亨辞が、がノト円で読了れてlノ看げ温良r  
の賜金Jコ・茶席風アロト｝とのメ日且作用．1のね〉の碑名Jコ・9イア正形電波互生  
も。大鰐局工ネル平一骨子ビのj戸主作用モ元してLJ石。   

なお、太腸厚l中の骨与1コ教eVのエネルr一ともっているが、ニれら」言、太陽原し  

アラズマ中で飴醗Jn川ode東と貸しで（・ると兄えらh石。更衣ゼの存左が充分  

正1証亘れてt＝仁＝一ので．二のル侶一TF翠別でIJ．億戚と彪県の応癌と鹿骨lニ刺宜し  

官一江するl甚、辛が誘香。  

4亡ニワー   

以上の打象と硬刺す看たわ、琶専招のJコ・でシワーの裡言十て一読壱・電場別注に  

lコ．サイ節一ル撃アンチブ．超濾劇壇に持・ウ一4コイル己′弔IJるが・舟場額  

の糾服からも．赴刀．．ト型化レ 鍵屋化が管ヨれちp ＝のノト型一捏卓化の廃寺鼻・し  

ゎ、し・多刊の胎l－システムとけってlコ・教則の啓き厚くマる乃れ貴慮の条件と  

ぉめ看べく設計丁れち＝とに丁プる．  

4りグイガール7ノラ丁  

官照tユワーヒしてのゲイポール7ユテナJコ‥ブ寸陰と写る僚碑昭）密度として：‥   

イ）事物柑牒闇のアラブ  

マ虜勧Jれ笹～仇笹  

口ノ ？イアPⅡ型膏讃巨、一  

ズー  仏匹～7・拘   

／l）月代食感げ→ズト  

レ捗～一払卯【  

ニ）助イ砕Jn他者初  

J喝‘⊥捗～I再拓  

が予去碧丁れる．したがって月†則  

F仇．巾〉Ⅶ¶ptOlれにとれIJ＼  

生じ随一∫βレ脇七／フ割して・ヨ  

す充分な領訓〝一可鮨になる．  

4．2ノルー・ア7二′ラブ   

官帝勅書もつ要動／＝対応す富  

農界につl・て一コ・ヤの密戊が  

ブヨメ√であ石。一方・彦誤のピッ  

ク7ゾア熊襲持僻御得天才コの  

ルーアでJつ、熊率lよ良くⅣ（・。  

0．0  1．0  2．0  3．0  ぺ．O  

FREQUENCY（KHz）  

啓う凪／レアアクチブの厨訝劇昭僅．セれセ・れ  

イ虞挿し万ノ綾のネコとり巷ノ瞭β射と示す誌，忙ん  

ぉJ／くS別々甜ノのみd∂j〆必α均囲と同じ奔仲  

でウェライトコア豊中疋JつおIlて＝る．  
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たと之イ訂．J∞Hzにおl－て．のH三巾でけの穂序言もつ滋野力令芝考え  

香E拝・†州ヱの面眉きもつ一一戸】肴ルーア7シテブの発／呈し縛る′啓ノ王」J・わすカl乳〟  

め比であ局。厨じ▲斧イ㌢で．ユリ扉 のズ盈娘と膚出マ看た叔＝二lヨ．ヲ言方回の一巻貞疫〃－′必t  

昏とな石。   

＝のようJ＝・櫓序1痴和／二つtlてlプ・や慰凪替ゎ、ケしだコイノし概亡ンウーにJっ  

て、骨正視出わ呵紀になろが．＝の原動＝J言，勲経毒電圧．広有が．綬出可能  
侵しヘリレの7F艮′つまソ ¶佗ぢbldとてをめる．1）き、直径2仇～ヨ蝕の10方圧｝替ル‾  

ア7｝ラブでJコ・○∂2～aα「¶朋〆．≠豊彦の廓tJ脚線登庁＝1て1シー 壷託抵抗一っ．ト∫山つ  

の乾匡＝二招り．これ召での有言刊二傭った一 同じ例と辟【Jてみると 皿Okぞ、の禦盛  

者Jヨ2．9h仏化ヒrょる。つ∂Lノヨレ√以下の題一帯ノ謀少の偲刺Jコ不訂鮎と定石。  

夢ヲ区＝コ・ノ葎々の鼻件に召して1設  

計したルT；わ7Jラフの盾1讃喘押利生で  

あ石が．一のHg几Jk他の範囲でJ才，官価  

面ノ棒の婚天ヒ・イ・ンゲウウ・ンスの婚ズ‾   

とモノ／三らマ．フェライトコ‾ア何の  

S餌げh・コイルか．一ノ缶ラ晶定で子香僻海  

草克して巨1∴ このシ’ステムに梓牒＝   

き。 

方． システム   

フ。ヲズ了破諺出畑  

PLA＄MA WAVE DETECTORS   

IIEtectricFie］d   

Sen＄Or＄：Dipole5mx2   

Frequency．日印ge  

Sweep4KHz－200KHz  

Multichanne［70Hzr3KHz（16ch8nne［s）   

il）Magnet始Fielq 

Sensors：Search Coi［  

Frequency月ange  

Multichanne170Hz－3KHz（16channeIs）  

以上の℃ンワーにナ丁ぉして骨辟一夜  

れ払帝のテ丁詩仙ヨ・穿∴ト章／二元すJう7言  

為紳ノシステム／ご了令増する。す′よわろ   

糾臥 アラズフ波動額刺システムアロッワ周  

8P戸lよ如爬＝短針町脚、M訓l一説懐弟子を元マ  

2占9   



官珍即妙‖コ■4k娠～加地（Lりぎでの  与わま 観測思ワ7〉7丸の官琶  

J育1：密教掃引型ズ／ヾり7トルク〉才f一点と．  

フロH7几？肌z（乱声）吾呈2キャ シネルJ＝′つ  

けるマルチヰ1㌧シスノし竹子f悌よリ摩  

って＝る．ヨた石衣界ノ戎ノ分Jヨ■ 序1戎の  

て／し斗ケヤ シネノしノ分群丁農のみ之帝J】  

て計ラ則する．   

争イ言凝属統のブロッワ匠lと葬■4囲  

WE］GHT   

Dipole Antenna（5m x2） 2，22kg  

S8arCh Coi1  0．33kg   

引ectronics  2．27kg  

4．82kg  Tota】   

に元7．原瀬被掃引′分析廣におIIて  

」了．R⊥シンセウイナー そ用IIた局如  

イ号竜骨虚器によりせ信岸感（4巨船～2∞k他ほJ2gズ言ッアに分骨」し．4秒闇7・一婦  

引ズでワトルが移らケLる．勤す粛の帝‡或中J了2刷芸リザイブミツワしン与号ココマン  

ド「＝J■るゲインコントD一ルにJリβOdβ と丁了ってl一石．   

マルキチャンネノレ分丁場に軌▲て一つ・・帝廟巾け中′〕周藷常の一う頂卿コ・aJカとな  

ってお．リ．ゲイブニッフレシシiコ．め亜 である。周訝敬掃弓レ打JT眉E二・コルサチ  
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7．おr）リ  に   

レズ上．M5一TF・フロラ7・て昔初等色別の目的・プ丁象・顧剰iステムモ塵べたルー・恥VP  

のミ ッ′ ラバiニンにト皮のJうJ二  

i） ス碑風70ラスーマ中での78ラス●マ瀬勧圭三度勧如才．コ唱且  
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号たl・しのであるq  

大泉 琶．ふ周 昭、三毛 亘．（硬化大理）  

叩蔓砲丸  

272   
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泉入ごe・耽廿∫莞4才lO‾q八川－ユ ニの戦車値仔上記二輝子取高とl和解  

庚祈汗呵こ正字チ哲郎り小？く釘も縁って直納ド末持児フ。ラスて牛のイ  
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団1に尽すJうに才エフ■●ワ ッ「、ド解IJ一●0レからあう車才‡乙、スチッ70ワイスーに寿  

昭ほ氾鳩叩牌†も．仰げバ才しの八明朗が◆才00両デ（頼・7  
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1・3 惑占星間磁場観測叫謹妄置  

く 壬 MF）  

り 新免日的   

鮎一叫こ∫る感官闇空㍍誠痛心Fミ1仙¶脚肘九しけIj．喜老＿して；好の．－2頭鋸こ  

つ・いて’抽・行う翫l鼓で祈ろ－   

r）．王げの敵ねぎ的ケ変化に伴う池ぼ班乳圏内の塵彪乳的ゴ慮乱踵象に：賢く関与   
すう大鳥風－一把証磁気船倉景虎頗の知二邑と略うために 太席題乳酪の巨線的 

甘三－だ之頗造芝野らがIrすも  

iけ 惑星間璧駅て離してい主夫線巾－1。n℡げ醐救助扶下■の遜乾鹿捧脚I   
諦の愚生戒癌肋印加び虚舶宴】庸鮨鼻件の劇れと領戚での肌誠の硬洩避立超〆   

勧に∫i舶富▼行色。  
こ由ら2薄日の他に、鮎一層の釣針：∫17は伽11。y彗屋のプラ訂ての二尾に取  

成ナ朗てし・ること■〆子尊F折て‾いる聾者慮乾圏t≧1。。珊の脂高軸を静略守るこじ  

も厨鹿別物」つ・ヒ▲レて針血r弱てt■ちヶ  

丑＝過重型昼 

叫ぺ耶e慈乱針乙昏恥l．牙l泉に京ぐれろアーア野花私有で一もーて二班の三  

讃1巨 凄  

虎こ  詳」さ▲t R■t8 S叩Ih9■馳軸  

瑚ぎ賓釘  痘  ■or耳▲モー8  ror■at■鼻ふ－ 

Ⅰヱbiヒ  

士‘1n℡  1．b・．ー．く 良化p’S・  三 4■ 3e⊂‾  Z  se亡一  

（Narrow）  8b土t  1′165eC  1／32 sec  

（lov9ain）   1．b．ご．   2  sec  1  sec   

12biヒ  

±128nで  1．b．ご．（ 6－1bps）  4  sec  2   sec  

（Wide】  8b⊥t  1／16ミ；eC  1／32 sec  

（low9a⊥n）   1．b．【．   2  se⊂  1  5eC   
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；だ乏適揚慮鑑名び軌、適揚普化の利生き行う。  

鵬－で相打ぢ上げら直に緒の駄目間のhi9bbi‥8teでデータほ戎が灯ぐ由る  

暗け、王にれ。3125nT／ぴ8の高藤序でs抽plingratel′＄orl／16秒の弱わヂノア舌甫レt、  

太線威彪瘍中の1舶以下の犬頭巾机誠に崖ゑ吉富し－た針子別を拍う． マ、p甘P．   

sowのプラス予て粥和良が揮手引刺ヒの甚轍浄書叩ろこヒlてJり、H出郷にJろ好子  

の岬熱乃び犬癌巾鋤諌の新前絆翰の新鹿芝朽う。膵群よリ藤根遠方に肌…5が  
透してhwbitrateでデー9ほ速さ糾う晒は、主に密度0．5。で／uB乃．R．20rl抑直の才  

一ダ左前し、、27日回帰推引≠う感づ太線蓮見感の昏裾的ゴ腐盛者化の孟音更空行う。  
ヌ、打ち上け碑鯛の茶碗話勧摩滅′トラ軌こ起ころことが予想さ射ていろHeliom叩et。一  

甲弊？．eXCヒや押羊ラ太協避範囲の．中腹卑卑施の酌如相和き尊のメ舶正各行う。  

う）リサ′嘩 

‡‥iニ：坤の鋸射げl郎・孟で射ケ如く■一、∵ 

っていろ。   

－i・トs印SOr都；．．副量1i。。hのRin，亡Or8苫軌・ヒsensorが、ⅠⅣフ尿分苫軒別で  

．チ；る為に．．わ重し・に虐如る楓ご組縄て 
60㌍X60mxl18m胡ズきぐで・直音修が2309ヒ担者化r・訳てし「る∴ sensorの   

座腰細けく覇晰休摘⊥詔細平作方向互z軋s叫釘担街宣i由i増して、  
（彪  中
 
山
 
 

′
．
 
 

プ
”
り
 
 

B。。。廓：Alで作ら出た′やン9グラフ‾方式の劇中彪点2爪の8。。爪で、。ふ伸展  
威厚けわ∫号I．7i。。／se亡である。 800m能動そ一9・収納ケース〔24㌫ⅧX〕00mx75Im）  

禿び－se。S。r。。ble（759）き含んだB。。。都憂骨ば2．7粥以下7’あろ・．  

オl回  
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′ ノ ー T  

iiiトElectr。nics郁；flux9ate磁乃針き巻本ピ巧る加109系と、データ佗速月び  

eomm如塊作の為のDl，1t山系乃、ら成っヤいろ。E乙部捌ズ可動如5mx⊃00m叱75。m  

のズ㌣さで．を皆1．99R。である。  

勧ノ軌こ紬†か仰の消訝垂加J以下の舟山2wである。ブーム伸展頭鳥  

20Vノヤスラインが0．町婚にヅう予定であろ．  

消蓼車力  

密刀ライン  

20V／ヾフライン  

◆SVライン  

＿5Vライン  

＋12Vライン  

ー12Vライン  

◆15Vライン  

雅量琶   

sen80r卯 0．39K9   
B00爪 音腎 2．65Ⅹ9   

乱  卯 J，9Ⅹq  

合音†5．03K9  

消奇蜃力  重力   

0・46mA  9．2ユ爪印   

9．8m丸  49 血Ⅳ  

0．1mA  O．5mⅣ  

95．o m礼  1140 mW   

60．5I一色  726 mW  

合計 1．92W   

4）Ⅰ肝膏十賂の動作   

Ⅰ肝の動作の庭木的折節分に関万るプやッワ区ほサ2軌：弟す，Ri。。一朗【？  

sen50rtこJって兼職丁直に1肝ヨ痛初IJ8asicma9netO眠terで婚巾「射たさ桐1叫出  

かユオー者に斤r折ろ分解能尾び占師plin9rateで5フて〟D者頗さ肌D叩側に洩  

ら以ろ。 一方、analo9出乃弓扁仇ゴ．Formト8のⅢ新式のどさ、1d。ta（X＝W121．  

Y；W122・．z＝W12】）′1fra∬eの割合でstatusmmitorじしてDPUに脚ノ込ま羽ろ。Ⅰ仰の  

オ2圧】  BLOCX D工AGRAM OF 良工NG－CO只E MAGIJEでOIIETER 工NSTA⊥LED ON MS一丁5  
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剰定絶軌J±64nTみarr。Vr叫eと±128nでのvider弧9♂2躇で。。皿dドよって切顔え  

られろ。．路線繚盛岡虚或雇留虐化し、解物棒盾榛の持つDC的す或留顔見上ご∫ろ  
オっt㌧ト吉各成分別々に一方軌二49nT弁別的に打ちラ首司操作をemdlごJクて  

行う．彪揚軒別の隠序段〆s叫心n9也meの研風ユGahhi9h／lov切綬の亡Omd7■  

作れ斬る。   

与）s亡。t。Sm。。1t。r   

lfrMのうちw16王将河レて、M密漁伽′Off）′恨TSTA封D8Y（叫0抑．刺虚  

M。E（Wlde／Narr。れ出力GAIN（叫h山w）．X－．Y－．みJびヱーC軋（Onルff）の水飴乏牙2衣  
の仰く動二王ニクー召る。 フ、Ⅰ肝書儀の如5i。叫n。t。met月工の（X．Yパ）出力け  

0～＋ユⅤのanalo，電圧ヒレてDpUに崖・ノ出丁肌、Fomat－8のV121」ヾ12コ望瞬いて為fr。m亡  
者lこ1血taの叡合でモニタ一ぐ肌ろ。Ⅰ∬の加B抑正伸雇日寺にIJ、如こ拍mト8の  

W124乃びW127重岡い、H応でm  
（工dCk／Release），HA5℡DR工VE（Start′   

S亡Op），軋AST MON工TOR（FullExten七ion】．  

購でD只m－VOLでAGE（V）見び仙唱で  

LENGTH（m）のげ好色躍優しコ、がら  

Bo抑卯申属が拍乙る。   

い coma埠   

Ⅰ貯のcomdの名札 田盆  

針折mにょる別物脳髄墟月差牒  

う者に点す。   

H。。SeKe印i。。  

ェⅣ のh．R．としてほ牙ヰ友  

の朝く2頭目ある。   

HD C。me。t。r   

衛星に召文相けら招に㈹＿1  

connectorドⅠ肝Jリ略号乏出し、  

噺屋タトの。he。kerに躇絶し、硝掬  

前の紬帰乳緑風〆孟僅裂き閂う。  
N。．26＿29の出乃lゴⅠ貯盲イ路の正  

解紬官届欝の為a。al。。忽庄適7－  

あろ。 マ、N。．卸ヒ31ピン1J承  

ェMF Status mnitor  

増  田  FllAnE  賊IRロ  8【T対応   

lnF   0〃   F2nll  U16  84 1－ ON  
OF  0 月・OF   

MASTSTaY  0〃   F2n◆l  W16  85l一（川  
OF  0 巳 8F   

RA〃GE   HIO   F2∩◆l  Hl（；  861ヨ 帰一D  
椚川  0 亡JAH   

GAIN   FHGH   F2n＋l  H16  ml一 肌甜  
LO付  0 コ LOH   

ズーCAL   馴   FZn  W16  851・一冊  
OF  0；■ OF   

Y－CAL   OH   F2∩  W16  861t，洲  
OF  ロ コ ロF   

Z・CAL   0〟   F2爪  H16  8Tl■・8H  
OF  0 －E OF   

疋   11111111  Fn  V121  2退出力鼠富；㌢   

AY   11111111  田  H122  z出力鼓炉   

AZ   11111111  Fll  H123  2離力話語㌢   

I仏5TL（】CK  LC托   F†l  H124  85l】－ LC託  
只LS  0 も Ru   

仙ST DRIVE  5TA   Frl  H124  86l＝】STA  
5TP  O-STPPP 

nA5Tれ8〃tTOR  FEP   Fll  H124  87l－ FEP  
bbb  O t・bbb   

MAST  9．999 （V）  F2爪＋1  H127  如108電圧伯   
8RV，VOLT  

MAST LE〃G托  9．9 （鵬  F2∩  H127  一都●●～・・T二  
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如前の8。。血伸展弱酸謄のB。。m 〃瑚融和虜庄き獅口甘ら所Tある。  

珂  
フしメークlてJろ  

別  8 ・′t X  トb †← Y  コマンド名称  
；金  知桝腐認舶  瞞者  

8  8  工KF－ON   宙三度ON   F2n＋1W1684■1－  

8  9  ェ腫－－OFF   新鹿OFF   F2n＋1打16B4【○－  
8  A  MA5t－DRV  
STBY－0Ⅳ   机A5℡伸展飼電王座 oN   F2n◆1WIGB5¶1→  

9  8  几丸5℡－DRV－S℡AR℡  比娼丁伸展闇始   FnW12486■1一  冨Ormat  

9  9  MÅST一口RV－STOfl  比A5で仲尾抒止   FnW124B6”0【  
STBY－OFF  Fフ∩十IW16B5－0－   

9  A  GAエⅣ－H工G昆   0．03125nT Or O．0石25nで′1Sヨ  F2n＋1Vl㌔7■1・  

A  8  MGE－NÅRROW  ± 64爪℡   ㌔n十1打1686■0”  
A  9  RANGE－W工DE  
CAエーOFF   土128nT超㌦J吋77触oFF  F2n＋1Ⅳ16且6【1． FフnHl占BqJ－0．．  

Å  Å  GAI研一LOW   0．5nT Or■1．On－r′Ⅰ5B   F2h＋1V1687■ロー  

ヱ  8  X CÅL－ON   x紬 バイ7：Z袖■正 oN   ㌔㌔1㌔5－1・  

8  9  Y CAL可N   Y軸 パイ7ス．祢正ON   F2nV1686－1一  

8  A  Z CAL－ON   Z軸Jヾイ7ズ袖一正ON   P2nW16B7■1－  

C  A  ⅣZ〔泡Lイ加   地上後背lモード   川戸8A偶r彗。一弘  

NO  頭  目  割 愛 詑 画   匡1  容   

63  工八F－SENSOR   －1SO■c ■－＋1500c  ェ肝Sens。r都過度 

38  ェI正一－EI．   － 500C 一－ ＋ 700C  Ⅰ仰臥ec吐Onl亡5彦瑠席   

No．  ほ 考 名   内  容   

26  工比FX申由 思わ   Ⅰ肝のD191tal系入根≒．での±5V／FS∂nalo9威圧通   

2了  工ⅣY抽 出力   Ⅰ比FのDi9ital系入れ点での士5V／FS＋anal叫屈淀適   

28  ェ肝ヱ紬 ㍊わ   川FのDi9ital■系入刀嵐での±5V／アSamalo9智血値   

29  工M∫出力のreference  亡く】m（】n   

30  旺A5℡堰紆1鰯◎   

31  仙ST収納せ濾◎   
112VDC脅圧の印乃口賭手  

有穐机■湯ん凍ぇ（泉北夫′惑、鴻戸正きん（更地工夫）  

青ユ ノ巌・通人え雄（弦過大・工）、1月分 う正（兎丸■予里）  

福西 ラ篭（極地坤）、かか馬5久（′卑怯珂）  

電化合偽K・K．、相星電気k．k．  
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2． 3    コマニノ ド ー データ処理 叫  

：⊇． 3． 1  ＝コマニノ ド ーデ＝コーダ くCMD）  

2，3．1．1昭二 蚤  

M5一丁5  1こ描鼠モれろコマンドデ］一夕㍉1、これ   

までの梓専断星ヒ基私的に、古河挽こ、キ絵組を萌する。しり、し、今回通信距経  

が1A．∪．1メ、上lこ及ぶため、回路i全デリワル1L－レ回路の暫定4L乞lつか   

り、汲網甑、コ之ン丈のデジフノしP」」乞臥lた構成ヒレている。   

Z．3．t．Z 与幾 紀  

コマンドデ］－ダの系統包乞凰ユ．9．い1、二示寸。泉衆畳、1受信粍塩沢回   

路，ワァミヤリ7同飼回路，ヒ、ソト珂窮回路，データ接出回路，デコーダ   

邪見び制御部エリj鼻血で机、コマンド受低筏（SB尺．）ク、ら送ら車てくる   

ほ号乞低調。解放し■た結果乞絹泉し、べップア回路鼠什レてpPU＼出乃  

寸る撮鮭t右寸る。上蓋低できるコマニノドフォーマソトーヰ経規あり、項目  

軟、まデ1入ワリ一トコマンドで最入22キJ負呂であも。  

各7■、ロツワ討葦能Å以下lこ泉甘。   

11）受信揖塩沢回路  

この回路、忘、Z畠あるコてンド受信撒のうちコマント信号乞受信し  

ていら更イ岩牧1台もさ呈択寸も橡紀生もつ。  

（Z）ワァキャリア同軍回路  

この回路．ま、コマンドべ一入ベンド暗号り、ら河鞘検波l二叱音Tヤア、  

キャリ了も卑生寸る且路で、□、、ノウ大子4ワ入も受信粍塩沢回路＼．  

ヤプ千丁リ71：同期したサロヅワをと、ソト同輯回路へ、またイネーブ  

ル信号乞デ］－す都＼出力する掲絶1むつ。  

（3）ごりト同朋且路  

この回路．コ、コ7ンドデーワ 

再生すら接線包もつ。  
5d5   



血 データ掃出回路  

この回路、コ、とりト同期回路からのワロツワも受－ナてデータの権払  

乞行1、－、デ］－ダに岩月寸ち筏組乞むつ。  

（5Iデコーダ 毛馬  

この回路Lコ、フローノワヒ掃出ざ勅たデータ射瓢、、削j即純ヒニモ＝こ  

コマこ／ドデータの根号処理乞行㌧、う接鮭ももつ。  

伯）馴御郎  

この匡ほ臥ユ、デコーワー郁ヒLもにデータのほ号払埋五行1，た級、  

PNコード化二れたコマンドデータも蛇言ぇし、その結泉も細尾レてバ  

・ソつ十包絡も付しD P Uへ出乃寸も職能もむつ。  

2．3．l．3 キ鼠 色邑   

Il）豆乳的性能  

α．人月底弓酎式  

b．入力信号レベル  

C．計I手放塩波波形  

d．畠・l搬退城軌定紋lゝ  

巳．ビット速度  

トデパスワリ一トコマンド墳邑敬  

9．丁、□、ソワコマンド．ビット数  

ん．コマンド訣り卒（Eb／No＝廿r dB）   

i．消費電乃  

PCM（PN）－P5K  
3．5〉rms以下  

軍巨云∴互  

51．2 H三  

16．bps  

最大224 項∃  

8，ヒット  

1x10■5 以下  

0．5‘「い／  

（2）接械的特性  

＝構造  

瓦技量lT、7杖のみ眉墨扱り、らでり、直方体の7ルミシャーシ内  

に畔喜でれも。峯抜問の持続、1全てシャーシ内郭で指1Ⅵ刷る。  

ii）寸忠・重量及び・外誠屈  

／む5‘．5ズ川g．どy／07．∫  （mm3）  

／・36 ド9  

凰 コ．う、t－ヱ  

宇宙用学折見所  

日 永 電 気（枚）  
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ー』～．う．／－Z コマニけコーダ釦組成  
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2．3∴2．データ．処理謹毒草 くD P U），  

（1）DP U システム斌専  

MS一丁5■ K癌戴寸るDPU一言、亀礁各ふらのす一  

夕冬埠えの≠’＿タフオーーマソトK藤島しP⊂Mイ五重する磯節くヂ⊥ダ兎埋却〉、  

コマンドヂコ′ダ抄りのコでン卜す一夕呈解絶し、デイスフ・トトコてンド 

し実時閻コマンド）あよポ アロッフコマンド（莫暗闇コマンド）を捲生すう  

機能くコマンド制御部＞、あうかじめ杷上ゆぢの］マンド場合に才 

ム‡仇たすイスグリートコマンド（つ－ログラムコマンド乙呼ぶ）色、定あられ  

たタイムシーケンスlて絶し＼各ノ酪急に逢ぬし、鑑査穏を自動的lこコントロー心す  

る礪稚く白軒制御夢〉ゼ」ろ主lく、虜戒ぞ軋る。DP U泉魚層皇国Z・3・Z－1・て  

斥、耳。  

rlS－T！；DPUの最えの埼破将∴特有疫痢の最長  

亀取り入Itし嫡度したPこMデータに超通産敵盈佑lて通した鋲り訂正朽ち（  

Vr L e r♭i DeこOd一口9 Al9b r T thm にょる C⊂＞1〔－  
u。†。‘い○。久l⊂Ddin9）葛汗封犯したこと＿あよび鑑査磯の包軌  
管制を行行うアロブラムコマンドに．1B盲tの象り喜丁正枝て亨る Ho、M一  

作in9 C od e 星何問しRニヒてある。  

以下に、各機種の辞欄皇紀す。   

（Z）データ∠裡理辞  

す一夕脚超を声て■言、払下のこ乙を所持り。   

（仇）データのサンフりノンブ  

く♭）A／D変嗅   

（⊂）ディ ジタルデータの編集   

（d）ウイミンゲバルスノ編集パルスの菰生   

（e）フし一ら周明佑考．時刻危号の私生  

り）NR三－L／NR亘－S 変項暴   

（含】CDN＞O LUTユON A」 C O DE 朽号急  

t老）BPS K変鵠急   

（i）伝達データの司頑 

（」）データ 
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PCMす■－9の魚頑・璃集lュ・徒束のエンコーダこ基本軌て乍同じて・あり、  

前記（いあ才零し8）の磯纏戊．和親lて軋潤さ吠ている。  

（ろ）コマンド制御邸  

コマンド馴；印壱βて、3、  

DCアドレスデータ 4B  

号，AcT尾号）入け後、  

色㌫罰する。   

更喧閻コンドーて・盲・  

BC（7・ロックコランド）  

⊂MDけ月のコてンドチーク（D⊂／βC銭現惰ち，  

lt′ D⊂0「BCデータ8bit， 困RエT∈囁  

これ巧低号を輯致し、各項各ヘコマンド利亜】の信号   

え列し1 DC（すべ スフリートコマンド）と、  

べある。  

琴‥脚  

デーワ  ‘アドレス   
Ao   
AI   
Aヱ   

∧ヨ  

入
 
 

札
旬
月
点
心
 
 

了
 
 

以
O
t
…
 
 

A
∧
∧
A
 
 

T
－
冊
崎
⊥
 
 

ヽ
J
r
l
 
 

、
r
 
川
 
 

け
 
 

叶
 
．
A
 
A
 
 
 

け
叫
 
 

A
∵
A
 
 

け
 
l
 

7．～サ   

（久）t与頬弓まじ仇て皇行（以ヰ頑邑ゴヒ仇て吏行（り り鼻白の史行 rd）敵役彙行  

成2．3．ユーヱ DC吏行如作包  

ウ．うヰケ  

Dい1．従東砂う硬伺？れて、、る方式のコマンドであり、肥土からの1〔ヨ  

のコマンド裾今により動作1る示．  MS一丁S て・コ、  

コマンド喀追加拳を上イるたれ DC成長た15頚目きて・一旦絶後逸でさる．   

仏産した最大1S填邑まてのDCl言皐埼PCMテレメータてペリフ7イモ  

れる。  ペリファイ後、コマンド内港ぶ正し一つ仙ゴ、実行コマンド1同の畳尾  

lてよリ、DPUl了．メモリした15頑呂寺でのDCを0．5秒間稀て∴伝呈した  

碩斤で．速穴英行マる。  

DC寒行動咋北簸を匝2．ま2－ZIて泉す。  

川）lヨ・ D⊂15項目きとめて奥行マる場金て．巣行コマンド痘膚によ・l，  

コてンド♯う′♯ZO′♯14う′♯－q～♯うきで．0・5秒閻碍て臭行†．る。   

く♭）lコ，DC4項目きとめて実行する場合で．実行コマンド遽魯にJリ、  

コマンド＃旨，＃I4′♯200′せ1q′Non E＋十eこtの乱奴  
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“0■一 コマンドとアドレス A14 舌て．0．S秒間囁てt真狩了る。   

（C）一言、DCl負目稟行の場合て、臭行コマンド逓信lてJtト コマ⊥ド  

♯4果行後いNo n Ef f e⊂t♂一成且り0”コマンドをアドレス A T4  

吉で、貴行寸る。   

（d 

ffe⊂亡d皿蝕‘‘ロー′コマンド皇実行し、6．5砂疲lく．コマンド♯1を実行  

了る。  

し、寸帆の動作lて拓いても、7ドレスAOイオら覇鳴し．A14舌て∴ 0．S秒  

間隔て実行し．了ドレスAt4皇更行後、D PU内タイミンゲに才リ、白知的  

lてAo～A14のコマンドー1、1rべて▲ No n ∈｛ヰe⊂tの粛且－0′’コマ  

ンドlく、クリヤー される。  

DCベリフγイ後．コマンド乙修丘したい場合、略正しRアドレスヒデー  

タ皇DCコマンド1、・量竜寸る。D⊂コマンド項日夜l言、最た？Z4垣目であ包  

DClこ・言．ペリフ7イ後、実行コマンド老信lてよリ、コマンド皇‾裳角守る  

NDCと．べリ7了イおょび臭行コマンドの畠尾乞せすlく．直ちK案行ご肌う  

丘pc乙演あ呑。  
、  

EDCl苫、コマ＞ドデータ5封妄だけで、白勃的に実行コマシド成虫力ぞ軋  

るので、 NDCのように莫行コマンド崖尾の使写tコ短く、在来の萄星て 綾喝  

してぞたコマンドと同じてある。  

B⊂lコ、  MS一丁5 て・新填．にイ更岡了るコマンドてあ  

り．制徽命冷色シリ71レ匂、8♭了tの。NRZ－Lデータて餓急に虫力寸  

うもので、彼東の“1”，〟0り コマンドを垂範之せRもの■て凋当てる．8b了し  

NRZ－Lデータの内名に才る制御の鹿簸13、急須暴利で戎是～帆る。  

BC立居綾、データlコ、DPU E＝一度払底ぞ爪．PCrlテL，メータ1・・内巷  

碗、ペリファイき■机る。ペリファイ後、稟行コマンド瑳亀lてよ、1、あち命じめ  

DCで娼足した項暴（＜のJl、BC DATA（％b†t NPZ－L）、BC  

CJOC K，βC ACT星ぬ¶寸ら。  

βCデータ 8♭rt色数屈ユーザー磯基lて出¶てる場合、巨C東尾→  

稟行コマンド彗尾を教臥簸り聾すことにょり申匂う。  

BCデータの、ペリフウイ、ユ、DP∪て・行特う湯谷ヒ、塔巷側て行毎う場  

合と庚あり、彼着の瘍金一つ専飼のテレメークワオ＿マット正岡急ご肌1いる。  

コマンド制御諺lつ上記の勤伴星行旨ら化、白軌管糾辞ゆぅの．フ。ロケラム  

コマンドPcとDCこの塵灰を行匂い、名4biL♂）、コマンドコードを、  
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すコーチノ ニケして．各搭急lて分配寸る磯能乞食ヨ帆る，・ギコーチイ、ング  

動作已行毎う ー■4 TO lb DE⊂dD∈R”1言Dc わ才げ P⊂に珂  

し東垂lて債周丁るので、クロストーク1六蚤生でさ匂いように鎧訂⊇帆ている。   

（4）自動官糾島P  

自知育糾辞てlコ．塚皇磯の長朝闇の重岡皇白酌的lて行匂わせるための▲削  

樹】危号乞あちゆじめ、アロケラム～肌たタイムシーワ∵ンスlてょり．名腐巷lて  

忠」了寸る。  

制御尾号、ユ．D〔コマ 

最丈ZS6項目ヨて 記・亀ぞやること吠できる。  

メモ．Jlて乾促したDCコマンド・コ7bロブラムコ 

． 

4 TO 16 DE C OD∈R て、デコノデイ ンク～直る。PCぬ竹崎聞  

閻碍－3、丁2旨秒．∫／之‘■砂′ 2呵8 秒のう産額ば、コマンドlこき■＝子亀  

に指定でさるので、白軌嗜制埼軌ユ、各マq．1【郎乳j6ヰ晒′6・用 と匂る。  

D・PU内メモ．）に証億したPC Eヨ、PC MテしメータLてよ．）、ペリ7・7イ  

ごれ．コマンドデータの正一しいこ亡ば碓罷ご肌る状、PCスタート鐘■コ長命闇、  

コマンドず県人て、棄行ご爪う。  

コマンドデータ1βF Lの簸り一言、他のコマンドK転化てるのて・握岡上  

ミスオペレーショ ン板捲生し、システムlて与える影響l了太さい。  

DPuでl言、PC・缶巾吟コマiドデータ 7Bitの盲県・）扶、靂生しても  

自動的lて象り訂正扶てモう、 F。「、〟ard Err。r Co－一r∵e（二一  

亡r OTI Cod r ng を使用して毎り、Codin91ユ1n」F⊂＞卜・作一  

at‥＝18♭了こノCheこk 4b；t，符号化牽 だ＝2／3 の、  

HA M卜1ユN年 C O DE てあう。  

つ。ロケラムコマンドPC 8blこのデータ13、HAHMユN年 Eトト  

CO DE R で Ch e c k Blt 4Bit ゼミ生良され．PCう：◆一夕  

B bltノ Ch e c k 4♭1tの訂1Z Bit十大、PCメ乙りである胃AM  

に暮さこ喜八も。 PC貿行崎lつ、RAMづ、う銃わ奴ご帆た1Z Br tのす一  

夕■つ－▲HAMMINキ ロECoD∈R て象り抗検査ごuへ 

訂正したデータ堅くコマンド制御部〉lこ、銭絵寸る。．   

（5）閂弓叱PC「1伝達形式  

H5一丁⊆ で13、ロPUて・PC Mデータを岸垂匪敵  
意亀1て重した行引G即盟を行毎う。符弓軋処理・つVr t：erbi De⊂一  
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od了∩9 A190riしh押  にょる伺兎長k二7．碍考化曇R＝l／2  
の．Con＞0lutJロnかI C od eで行匂う、  

Cod e Ge ne r仇t Orl言、133（Oc t久1）′171（0－  

c．t玖l〕を使同寸う．各Codet3・Nonこ久ta5troPh［⊂′  

Non．．5yStem訊いC．df一己已 （ド＝入X）ニ10 のCodモで   

あ 5。   

Con v olul二r（）∩．仇1 En c o der・の7・ロック図藍色2．3．2－3   

に斥1。  

DPUて・轟具すうPC「1データし一卜Q、低Blt．官aて已ぜ、64   

BPSノ高Bit R仇teザZO48BPS‾で・あー）、符号叱界卦3但セit   

R仇te痺lての叶盛岡し、把戎周辺時の高B㌻t R仇te・に甘∴重刑し盲い。   

上人下、各データレートて、の伝達形式にフいて認可。   

n．佃Bit Rat e（ら4BPS）蒔伝遣形式  
64BPS痺、PCrlデータ11符毒化失し豊後、BPSに変爵しl伝達マる．  

孫査喝側ての伝達形式13．NRZ－L一→NRざ－S→⊂0・NVO」．ENC   

－－－→BPSK一→Prl（TrlS於）とf5る。 疋上て・d）BPSK政調吟、デー   

タに封し・1800のPhaるe am♭†9山ty 競ろ左するたれ   
Con＞Olut T On久1巨n亡Odin9に毛行して、Diヰ＋∈「－   

erlti仇1E〔こOd†n註を巧打う。  

Di‡ヰererしこi久1Enこ」つd T n91ュ＿観劇席暴状OFF～叫   

た易金、DPUで・コり0りて∴h短し－●0りの愚生頻夜状高いのて∴ 一‘0′′デ   

ータで．B了t TrロトnS．了t∴ D n．寸るNR三－Sを繚朝一る。Cc．∩－  

volutiO n久I E守、こC derてlコ．⊂od e ＆ene ra亡Or  
を1くD）の訟明色嫁して低量寸る・ 

、 タイ失速氏した場合、Gl（D）．   

丘z（D）の駄和コ、久奴 い0′′ィ斌くので、マlレチアレフえしモぬかつ、旭   

‖0’′水盛蔑し、BFt朗絶と5ための、ワロッフ成分ぶて向くねう。  

丘1（D）を反乾了ること「こよリ、マ■し4フ。レクえ虫巾lコ、1010‥‥  
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と白l）、クロック良好武者三仇う∫うK匂る。  

北上でl苫、BPSK確言泡象、Co n v olu・tiO n仇I EnこOd＿   

edチーフ已、SyYnboI Sy－1こhro nミ邑已r しBit Syn－   
こhron・†乙erとも己う）tく入りし、ワロ・ノブ蕨ず汀由私とデータの畳与叱   

亀行毎う。貴与化こ爪た、5Biしのデーー‘ァニクロック・a、 VミーしeLr♭i   

DeこO d e r K入刀ご軋る。  

Vite r bi De⊂Od erサうの盆171つ＿ P’crl DETlODU－   

LATO Rでフ■しニム同期伏とぅ肌データ扶竣鋼ぐ机る。Ph久Se Oけ∧－  

b了9uT ty決定のた抑，Dl→F｛er 
（NR言－S→NR言－し）l］、Vet e rbi De⊂O derで外野さ  

l八う。  

匂あ、ら4BPSのテレメトリデータ13、Co n v olut＝＝＝J  
巨∩⊂odTn9疲、啓即乙幸ぶ1／Zのため、128sp5のデータレート  

lてねう。   

虹急白tt・R8t早（ZOヰ8年P′5）・鳴伝達形式・  

柁頑固辺で■て、同席上PC「1データl了符号軋し匂いて・伝達ごれう。2．04   

8BPS時、塚盈磯刷での低速形式LTNR互 

→PM（TMS於）と得る。  

地上での，βPSK彼朗吟、データlて対する Ph仇S e Aい、b†8一   

山て t yt‡、Sym boI S＼′∩こhr o ni己e rで（N P亘－S 一→   

NR冨ニ」）決定丁れる。 Sy叩boI Synこhrc＝1i三erづ、うの   

叡刀l了、P⊂TI DE MO D ULAT O R て復調さ軋る。  

（1），lZ）項共BPSK巾サブキャリ了由兎軌コ、旨1q2H之てあり、   

こ仇l苫メインキャリ7丑偉K、信号スペワトlし成分伏、おちこ碁笥いよう【く、   

選定される。  

国乞∋．Z－41て，忠泰7、□、′フ固を喬了．   

（ら）塙 毛  

DPU・コ上言乙記鼓の機能以外K．化成削如融和一脚起動のための、1週間   

タイマ一べ、別途、内最さ仇1あt）、床屋感の尊解凍急変し、杷戎サうの   

コマンド示覿両月く持った喝、姦夫1週間経過後lて、札戎摘碇の鑑勤墾聞砥   

ごせる．  

看た、バブ・ルデータしコーダ（BDR）に対し、乱威風旦卑の制御お才ぴ  
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す一夕の、インターフ工一ス已もち′  

P⊂M生データの記録、邑生のデータ切喚皇行百う。  

DPUの主苛義元已 表Z．5．Z－1に長一。  

DPUの外観包乞 回Z．3．Z－Sに瓦て。  

卑毒針尊研玖珂  

日風亀嵐t兢）   

M5一丁5 DpU PERFORHANCE S？ECIF工CATIOⅣ  

81）1t8／voTd．128vord5／Trane   

ulgh Tat亡： 
Lov Ta亡e ： 6的ps（1285pS）  
Kq7，Rゴー／2 亡OnVOlu亡10nal亡Odlng  

6 forna亡S（HS一丁5）  

NRZ－L＋ⅣRZ－S－BPSX  

ⅣRZ－L＋NRZ－S－COⅣVOL．ENC－BPSX  

OV′）＋3．0V  

8もi亡S   

138リSeぐ  

±0．8王 of fⅥ11 scale 

2241亡e】⊃3   

Seてiユ18bl亡／i亡eⅧ   

Data．Clo⊂k，A⊂亡．En8ble  

255 i亡巳ⅦS  

a，128sec x N  
b．512 ＄eC 玉 村  N：1・～256  
亡．2048se⊂Ⅹ N  

★ arbi亡Tary】コロde ls 5藻1ected tly  
Tl乏81 ヒ土ne comロand  

Conv01u亡ioTlal code foT COdedf Cヨ  
（Kユ7，R⊇1／2，Vl亡etblDe亡Oding   
Al冨OTl亡hm）  

Ea】⊃ning code iロー prOgraロnable  
⊂Olmnand（Nコ12，R12／3）   

3．7Ⅹg（Hax）   

1W （H且Ⅹ）  

292（D）Ⅹ 202（W）ス11ヲ（E）血Ⅶ   

PCH data  

PCH data rate  

？CH da亡a foて皿a亡  

けOdulation 亡ype   

彙＋Ⅶ1gb Ra亡e   

★ Lov Ra亡e   

A／D 亡OnVer5ion  

Inpu⊂ vol亡age range   

quan亡1za仁lon   

Conver5lon 亡iⅡle   

Accura⊂y   

Real tl工ne 亡Otn皿and  

Real 亡1Ⅰ⊃e blo亡k c（）Ⅱ＝n三nd  

tt Signal⊂OnS⊂ru⊂亡土on   

？TOgramロable 亡01mmand   

Au亡0皿atまc ⊂OnヒT01 亡1Ⅱle  

EてTOT CoTltTOICoding  

リelgb仁   

poveT ⊂On5uI叩亡lon   

Di血色nS土oIIS  

泉 2．5．2－1  
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禽・・I■山村ハ   

劇」鮎加  

lL血＿■hl．  

愈晒粕川撼托瘍鼠■  

国2．5．2－5  DP〕外観包  
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2．3．3 データレコーダ くD R）  

（1）観 客  

MS一丁Sに痔穀ご血るデータレコーダ（DR）（よ  

ハし＿誓唇仇uV邑像データち名缶PC「1テレ≠トリデータの路線．再生已  

行匂うこ乙色目的としている。  

彗た  M5一丁51苫、捧呈し一ト凍ら4bitカecと  

低く、酷線審普虜、1日bitSlて鞄定ぐ＿帆ていうモ軒卜確束の千一フ。レコー  

ダに比べ伯消費電力′小型．専報他藩回軋る腐乱∫ヾフ・lしメもー）已噌印した、  

バブルデータしコーダである。  

データレコーダーa、紀摩開始コマンドlてよt）ヂータフ。ロセッサ（DPU）  

伊ぢの204g BPS ス8．64BPS のNRZ－」テレメトリデータ  

色盲．う魯文一言44碕軌こ巾モ7て乾威しノ．且空間始⊃マンドlてユー）記鏡  

ご肌た確報をZO4冨BPS 又、言 b4BPS ♂）NI～王－しデータとし  

て属宜し、  ℃PUlて出力1も。   

ほ）凍 騒  

ぎークしコーダーコ主lて］ントロール辞，ドライバ辞′メモt）辞l＝より  

蕗乾さ爪る。磯終最統包を包Z．う．∋→11て瓦1．以71てデータしっーブ   

の新作政専を瓦て．  

（α）コマンド軌咋   

（i）か尺訂βy′′ゴマンド止よりか尺の亀潅がONさへ、■尺とCS神灯′’コマンド  

′ 

託俄寸る。チ」クレト亭かPリサりの βjt払te信号（フロッフ梅毒）  

ヒユリ卑小御lごれる。  

全島阜（川b化S）を髭厳守ると自動呵に増せL．一邸亀痕と肝声する  

極々ミ丁βYモー 

くmヾb尺∫帽Y′′コマンド■。エリカ斤の奄政一〆0〟才れ．†斤EP5湖尺丁’■コマンドJ＝」リ．  

乾厳才小た摘頼長～∂48βPSヌ・コ拍βPSの〟斤ざ一⊥テレメりデニタ  

こして麻里マる。チ」フし一ト音かPU・叫のβ托助辞梅号（フロソフィを号）  

、ニュって制御才軋る。全免職内患（川bit5）を卑蚤寸るこ、自動的．て  

停止L、一静電液をOFF寸る（鍾S帽Yモードと巧る）。  
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川り、・β斤ざrβYりコブント・ご占・ノーワ々の電線が0〟～れ・’∫〟尺C〟ざ棚丁りコマ  

ンドによリ．紀啄．卑圭窒巧ウニ乙巧く，ケニアブロッフの粗置富も（  

弦折るこ乙正してき台。   

（N） 筑傲．卑生．T一今蓼7作中に、■β々8丁βγ’コマニ「を迫ること1こよr）か斤′J  

lの釦†1亀イ考止し・か々の菟ニ・簿と一都8F戸7る。  

．マ、・か々肝′r■・＝7ンド′＝より加′甘食亀躾互OFFする凸   

（∨）‘‘針姐 CL∈A官りコマニドにJり、全ての前線データを暁闇的  

にクリアでさる．。  

卑生，▼サーヰl了テしメータのタイミンゲと・言無線胤ミスタートノストソフ○   

でさう。 看た記録lコ■、囚0七いうスタートし、NIZ7てストッアマ孟。   

（b）コントロール軸  

コントロール裏門、コマンド制御回路ノタイミンヴ′ヾルス苓生旦路ノ  

ビ・′ト¶ウシウノワロ・ソつ発生旦路．機能Iヾlしス発生回路ノ欠場対空回喀ノ  

ヂ「クし－トバ、ッファーサう構成さ机各。  

コマンド馴柳眉蒔凋、DPUイデちのコマンド信号を外憂し、DR已確  

定のも一ドlて級長すう。（1一々左＝榊打′・∴●伴Pぷ岬丁目∴■c朗々C〝5瑚斤ナ’コマント、．a  

聞古乃Y痺の舛劾如ヒ得るよぅーく制御フれる。）  タイミ∴ンブ  

げ1しス殺生回路lユ、モジュール¶ウンフとプロツワ巧ウンタゼち鹿応手れ、  

モジュー／し¶ウシタ■コ4個のバブルメモ 

¶ウシタ1了名モジュールてのマイナーループ上の7ドレスを政利Tる。  

ビソト¶ウシフ」㌃各バブルメモリのメジャーライン上のどソト数をカウン  

トてう。穐駐Jヾlしス捲望回路l王ノヾブルメモl）へのデータの書込弟′或ぉ  

し邑巧ねっための スワ、ソプ′シー三井し一夕，リザリワート 及びコ右レ  

願軌電為（Hx，HY）の各／凸しスの咄ネ臥ヾ心スを終生すう。アイミンゲ  

げ・レス藤生回路て・蕗笠ご爪るタイミング徳男ヒ磯韓ノぞルえ終生屈蒔て・藤生  

寸う也凋′ヾ・しスを刀口嵐して、バブルメモ∴17ワセス乎－くlすをbタイミ  

ンク島名を碍う。 バブルメモリlて・7蟄重工麓上、遜11L；れ毎し、吹鳴ノレ  

ザ正路生マる。ニの矢循ルーつ。亘、チータの首込肘、家庭し吟lくマ7キン  

ウマるための回路ネ、疋砲処理回路て・あう。  

ノミブルズモりの零さ立虻／銃身拡し亜雇17．らS⊆5らH三てあり、  

DRの註鉄／再生速度l言204竜B？S／ら4BPSである。このデー  

タ盛及の相違呈補正7る回路ホ、データし一トバッ77てあう。綻戯信号  

tしての204E邑PS／ら4BPSのデータ弓、バづルメモリ竜込盛奄  
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であ5らS5さらHzのブー■クに変壊ご軋るも 育たバブルメモリサウ、   

菰ぬされモらSS3白け三のデータ一つ卑生信号として2048BPS／   

占4βP5のデータ1て変療ごれう。   

（〔）ドラババ、一誹  

ドラ小ヾ一軌て亀免／マルス発生回路′モジュール蛋項回路．⊃イlレ艶   

釦回路ゼう鹿戌さ爪う。  

密売バlレス乾生回路lコ＿コントローノレ辞林うのスワップ′ジェネレー   

タ′リブリサー卜伝考を電急増巾し、バブルよモリのスワップゲートノ   

ジ1工存し一9ノ り70リサートゲート1て供應了う。  

モジューJレ選択回路lつ、モジ、ユール刀ウシタの信号により、メモリア   

ドレスに嗅，て 4個のバブルメモリの1個邑塵灰丁る。 コ小レ鮎軌回   

騒・コ、qOqの地相鼻皇帝っ腐鵬形頑亀気色バブルえモりのXコ小しノY   

コイルlて銭金し、Jヾブルメもり色魔軌てるlて虻専毎回転趨界を埴生をせう。   

回転磁界の周東鞍l了らS53らH三てある。 乙コイル‘JバブJレメiリの   

配線データ乞消ぇ（クリア）するのK噴用寸う。   

（d）メモリ部  

メモリ邦lヨ4慣の確気J〈ブルメモリと4灸統のセンス了＞プ回路サぢ   

魂威ぐ軋る。  

ペブルメモリの託鏡データlヨ、デパテフクーの虚笥強航軌異色翠憫し  

1、差軌増巾し礫ぬ寸る。襖ぬでれたセニス塙号．コ、適切日夕イミシブ   
（ストローブ信号）て、卑生データと・してぬ刀ご軋る。バ、ブルメモリの   

セニス倍号しべ′しき最適tて調整了るたれセニスアシプ回路を名バブlレメ   

モリに閉菟Lて＞、う。  

後免バブ′しメモリ■つ、Z5らk♭itメモリを使同寸う． このバづル   

メモリlコ称て新星庖戟周として辞伶試線色棄乾し隕賂した毛のてある。  

磁亀′くブルメモリの主客義気皇長2．5．5－1，チップ鳩成田き、   
包2．5－うーう に存す。   

（う）l性 鮭  

（q）電気的腫鮭  

0託慮甚量   104号S7ら ♭itS（かsらk計亡 X4）  
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N R三一」  

204Bbit元e⊂■（急患諭鎮）   

64b口火∝（低速揖射  

N官三－し  

204gbiシ長⊂（高速再生）   

ら4b†tね∝（偲直見生）   

竜．5 缶  （畠垂範鼓）   

44 暗闇 （低速記鏡）   

8．5 倒 （急重昂生）   

4．4 時間 （低垂再生）  

○誼∠鼓亀考  Dotq Fbrm仏工  

D仇t久 q次亡e  

Dqて久 Fα・川魚t  

D8t仇 敵てe  

○卑生信号  

○言己録吟繍   

0身空疇一問   

0消音電力  ST8Y時  
髭．廠晴  

朗－£p考  

、トう・吟   

DR STβY   

Fe亡Ord Start   

Reprodu亡e St仇「L   

SやqrCh St仇rt   

Bu』bk創トCleor   

DR OFF  

〃
〃
吋
山
 
 
 

ほ
7
7
7
 
 

∩
こ
j
二
J
、
J
 
 0制御コマンド  卜卯旬≡政ONス．コ動け浄血）  

（を乙俊昭一晦．全色液伽ノ）  

（舟£昭1后．色竜泉0〟）  

（サーチ醐雁．合■亀う絞○〟）  

（春山敦子エア摘も）  

（動作停止．合亀叔OFF）  

0テしメトリ  

ギ一夕  

か尺 8免r  

β斤 〝鵬k ・β斤S乃γ  
一β々伴亡  
■折々どP  

，灰、S朗々C〝  

バブlレメモリ痘夜  

00～＋500c  

L
－
 
 

ユ
 
 
 
 
 
ー
ノ
 
 
 
 
 
▼
▲
 
 
 

つ
‘
 
 
 

、
i
／
 
 

D
∫
－
¢
 
 

0
 
0
 
∫
∫
 
 

0、性張碓埼温度   

（♭）磯城呵性穫  

0丁泉・形状  

0重 畳  

外観虐使国2．3．3－Zlて泉下。  

2．4k9以下  

専宙料雪原良師 野村研見旦  

日本電気し妹）  
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樅ナロ  データレコーダ   ．回乙3、ぅー1  

回2．う．3－2 データしコーク、外観虐  

581   



友乙5、3－／ 圧ブルメモリ 主音議定  

ー0「g∂niz∂tion・T‥＝・－”－－  2m声jo「lines／mino「100PS  

－M拍O「100P＝＝mbe「…‥－‥－：・て 284 し0叩S  

－〕5elulminorloop＝Umber…・・∴264loops  

－Mjnor「egiste「bit number・・－1051bits  

－Capacity －…－－”－‥－・・・T  292804 bits  

－〕se†uIcap∂Cty‘・一－－－－”－” 272184 bits  

－P∂Ckag5ize ∴－－＝”－一，－－  31．Ox27．5x10．5日rnm  

－Chip size ‥－‥‥‥…－＝－  5．8x5．8mm  

－Weight ＝－‥‥‥‥－－・・・；－ 52g  

＋
 
 
 
 
■
 
 
 

R
 
R
 
 

8
 
 
 
 
8
 
 

一
 
 
－
 
 
 
＋
 
 
 
＋
 
 

A
 
n
U
 
 
 
（
U
 
A
 
 

【
U
 
D
 
h
U
 
D
 
 

‾DA：A⊂tlve De認ヒt〇r  

ロD：Dumy Det巳⊂tDr  

RG：Aepli亡atまGユt已  

8R：RG for800T LOOP  

バブルメモリ チップ0櫨克国  

G【：Genera⊂Or   

SG：SllaP Gate   

35：SG for8（】OT LロOP  

回Zj、5－j  
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第3章  環 境 計 韻叫 連写 直  

3．1 ハウスキーピニノグ（＝K＞  

l 後  車  

人工衛星は字音空間において大腿光の直射や捨空間への放射、あるいは搭載根豊の発   

≠削こより温度が変動し、各血£の動作状態や運用に与える影響は大きなものかある。   

また衛星の電8削ま大隅電池の発電のみでまかなわれており、バッテリーを含めて電源  

の動作・状恩を監視することは積i星の運用上重要なことであ．り、搭敲縫彗の高圧電源  

や勤作状態のモニタは各機芝の動作把握に必要である。  

HKはこれらの温度・電圧・完売写の環境計朝を行ない、衛星および搭載機怒の動  

作状態を知るためのものである。  

手術星に搭載されるHKは往来のHKに比べると、システム重量軽減の目的から、  

人力信号に重量のかさむシールド線をやめてツイストベア繊を使用し、人力段を差勤  

受底路として干渉を受け難くしている。  

測定項目数は校正電圧（CAL 〉2点を含めて64CHであり、愛3．1－1 1＝  

測定項目を示す。  

人力信号はアナログスイッチによりDPUからの⊃ントロール′くルスで切り替えて直  

列信号となり増幅茄で増幅しているが、前言己のコントロールバルスにより牒拍副廷・パ  

イ7ス等を剃倒している。  

回8．l－1に■7ロヮク国を示す。  

2 電 気 的 性 能   

2．1 電圧朗支系   

（D 測 定 範 官 ： 0・－十3V   

一任）測 定 方 法 ：差勤受個闇  

00 人力インピーダンス ‥ 

（心 出力電圧精度 ：三0．06V（0V 2㌻≒2℃】  

±0．09V（3V 23±2℃〉  
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2．2 温度測定系   

・（山 測 定 局 函  ：TL・・・－5（】－＋88℃  

TH・・・一150一十150℃   

⑦ 正I‘定 方 法 ；白金温度検出器による   

（辺 検  出  き ・：q（‖＝6PT 50（l  

㈹ 検 出 き 感 度   

（9 出力電圧精度  

0．35土0．01％／℃   

±0．06V（8V 23±2℃I   

±0．09V（3V 23±2℃）  

2tユ 幾  今  

（U 周‘政 教 特 性：   

（か 出力電圧温度ドリフト：  

00 出力葛J王逢時ドリフト  

粗）出力インピーダンス；   

（9 コントロール′くルス；  

（由 出力立上がり時間還れ；   

m 校 正 電 圧 ：  

（む 消 ヱ 電 流 ；  

DC－2q＝川厄（±ld8 増幅茄）   

三30■Ⅴ（－38一一十68℃）   

±101V（380Hランニングテスト）   

100Q以下   

‘1●・・・3．6■－5．5V   

‾0■・・・0．0・－0．丁Ⅴ   

100〟Se亡以下（g O％）   

CA L一人・・・0．5V土3％（－30・－十60℃）   

CAL－B・・・2．5V三3％（－30一十60℃I  

十12V，‥ 

－12V‥丁60■A以下  

十 5v・・10（l凸A以下   

HK ON   

HK OF F  

（9 コマ ンド項 目  

3 機 推 的 性 能   

（D 外 形 寸 法 ：185×144x75血■lコネクタ・ビスを諭く）   

（か 重  量 ：l．05El以下  

Q）ケー ス 材 質 ：A5052P   

棚 ケース表面也哩；EPICO 2000 黒色半つや塗装  
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乏ま巨IM5一丁5 ト；K招吉良  

礪  甘   S／S名   CH  項  8    S／S名  

CAL－A  32  プラヮトホーム上面ヰ藍度    ■ 体  

CAL－8  33  ∫  

8US－t圧  PCtJ   34  ア石／  

5CP－t鼓  CUS   35  プラットホーム下面～ 

BAT－t王  8AT   36  j  

t論  8T  」   す  
負荷電層  CUS   38  ∫〝ダーき  工  

十 5V  CⅣⅤ   8g  5▼一／  占ク〝  

十12V  40  JT－ニ  Sβル／  

十15V  4／】  ん軒㌣  」ノ  
◆28V  42   ′WP一三  ∂○付   

皿  －12V  48  ‾A〝丁 PVP   

12   ⊥ 5V 44  PVP  l  

】3   N2 内圧  RCS   4 5  上部プレート  ■ 体   

皿  HV－l  S■OW：   46  ・スラ．スタカバー  

4丁  スラスタ A  

SHⅣT－E 孟よ   PCU   48   8  

171 BAT BAT   4g  ドラム  Al  ＄CP   

皿  CNV－B CNV  A2  

皿  SBR－A  S8R  A3  

2¢  丁〃5  丁〃£   52  Bl  

皿  ・♪尺  ♪ 尺   53  82  

四  JT、∫  gTぷ   54  スラストチューブ上  ■ ず   

23   STS射手  STS   55  中  

24  βC∫7ゝク・ノ 々e5   56  T  

皿  月Cgテ）ウZ  RCS   57  打撃用パネル  

26  配帝  58   N D  N D   

四  八、Llレナ、  さ9  ND取り付け壱  ■ 体   

28  へご手－－ス7ル  〕・  8【l  下市プレート  l   

四  プラりけっム上面1    芋て峰   皿  SHⅣT－R  PCU   

38        プラットホーム上面Zl    薫 件   62  サーチコイル  PWP 

1  
三  83  ’IMF－S  lM・F＝   

＼         ・㌻1   
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ー・皇・   ノ  

C醐D   
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且っ、1－2 什K 升 絶l男  
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3． 2  計韻叫李毎置 く 工 N S－SA）  

l．甘   辛  

1NS－SAは加速度・振動あるいはモータ燃焼圧力等を・計測することにより、衛  

星が打ち上げ時に受ける環境や、ロケットの飛翔性能を調べるものである。  

測定項目は、デジタル加速度計（DAM）、構加速度計（YsA）、3段モータ燃焼圧力  

計（P。）、キックモータ燃焼圧力計（PKh）、振動計（Ⅴ～．V8〉である。  

DAMは打ち上げ時の塞謎方向の加速度を計測するものであるが、測定精度をあげる  

ため内部でアナログーデジタル変換しており、14bitの分解能を・有していて、伝送に  

は2暢Ord必要である。  

YS Aは横加速度を計測しており、その感度方向は機軸を向いていて、地上にてデ  

ータ処理することによりプリセッションを求めることが可能である。  

なお本装置にはYsA処理！抜i宣は含まれていない。  

P∋、PKHは3段昌およぴキックモータの燃焼時の圧力を計測するもので、データ  

は切り替えて1項目でDPUに出力している。  

また燃焼時以外はYsAのデータと切り替えるようになっていて、EPT－S A  

またはコマンドにて制調lしている。  

V5．V8はそれぞれ凝方向・横方向の振動を計測しており、本装置でインピーダン  

ス変換・増幅した後、B2－P L部に信号を出力してTM－3にて地上にデータを伝  

送する。  

DAM．YsA．P3，PKMはコマンドにより、V5．ⅤらはB2LP Lからの信号で、  

それぞれ校正を行なうことができる。  

Ⅴ～，V6の信号、およぴPい 恥検出器の電源は、モータ切断後生きた放かS D  

コネクタに出ないよう、コマンドまたはE PT－S Aの信号によりOF Fするように  

なっている。  

2，電 気 的 性 能   

2．1DAM  

（D 測 定 範 囲 ： －5－十30G   

② 分  解  能   2．1qG／bit   

Q）測 定‘精 度 ： ±10qG   

細 検  出  器 ：（T・B・D）   

伍）周 波 数 特 性 ‥ DC～20Hz（±0．5d8 アナログ部〉   

脱 測 定 間 隔 ：20日SeC  
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の 出 力 形 臆 ；デジタル14bit  

00 デ ー タ  t  … 290rd／由t8  

ALL‘1’（DAMデータ）  ⑨ せ 正 出 力  

2．3 YSA  

（U 測 定 範 囲 ：   

② 測 定 精 度 ：   

－5－十10G   

±3％ FS   

DC－100tk（±0．5d8）   

（T・B・D 〉   

100倉以下   

0－十3V   

十2．5V   

±200■Ⅴ（－10→十50℃）  

±30■Ⅴ（300Hランニングテスト 〉  

14 sallPle／see   

86 sa叩1e／sec（P3．PKMと切り替え〉  

性
 
 
 

特
 
 
 

赦
 
 
 

汝
 
 
 

周
 
 
 

0
0
 
 

患
 
 

出
 
 

検
 
 
 

㈹
 
 

”
圧
力
 
 

ダ
 
 

ー
 
t
L
出
 
 

ビ
 
 

ル
ヵ
正
 
力
 
 

出
 
出
 
校
 
 

㈲
 
 

α）  

伯）出力t庄温度ドリフト   

（9 出力t圧縫時ドリフト：   

脇 伝 送 速 度 ：  

2．4 P3，PKM  

（D・●孤l 定 ■範 囲 i  

佗）癒l 定 積 鹿  

田）周 波 数 特 性：  

仏）検  出  器 ；   

（9 出力インピーダンス：   

（6）出 力 電 圧 ：  

ロ）校 正 出 力 ；  

（8）出力t圧温度ドリフト：  

（9）出力t圧経時ドリフト  

qゆ 伝 送 速 度 ；  

2．5 V5．V6  

（1）測 定 範 囲  

P・3．，†・！山0‥阜7■Ob／dL ′■   

PKM・・・0－70kg／d   

±3％ FS   

DC－1001k（±0．5d8）   

（T・B・D 〉   

100く）以下   

0－＋3V   

P3 ・・・＋2．5V   

PKM・・・十2．0V   

±200山Ⅴ（一10－十50℃）   

±30皿Ⅴ（300Hランニングテスト 〉   

86 sa■Ple／see  

V5・・・±5G  

・V6・・・±5G   

② 加 定 精 度 ；±3％ FS  

O）周 汝 赦 特 性▲；10－30□＝川上1±0．5d8）  

（心 検  出  盟 ：（T・B・D）  

（9 出力インピーダンス：200Q以下  

（由 出 力 t 圧 ：Od餌  

仔）校 正 出 力   Od8■（1mz 正弦波〉  
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3，5 総   合   

（U 消 井 t 流  ＋12V・，・14 ロ■A   

－12V・・・  5●A   

＋ 5V■・・・ 20qA   

INS－S A l ON   

t NS－SA 2 0N   

INS－SA OFF   

P｝  MODE   

恥 MODE   

Ⅵ浪 MODE   

CAL ON   

CÅL OF F   

P3  MODE   

恥 MODE   

Y5A MODE  

（か コ マ ンド項卜臼  

（3）タ イ マ 項 目  

4  機 械的 性能   

（1）外 形 寸 法  1g5×114x75．5叩   

くいすれもコネクタ・ビスを除く）   

l．77板以下   

A5052p   

EPICO 2000 漁色半つや塗装  

（公 重  量   

Q）ケ ー ス 材 質   

（心 ケース 姦面 処理：  
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ーヽ「こ‾て「丁てて  

TNS－SR 外嵐庖  
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第5葦  軌 道 一 審 勢 制 御 系  

5． 1  概  夢  

J．1耽卑  

MS一丁∫け花束脱出軌温lて政人されト伎．スピンデーゥン、  

導替マヌーバなどの制御と経て．青過面生血卒努と保ち与力ごら 
惑星鯛軌道卜航行していく。街星l‡本ヰを6rp仇千句払子せち入ピソ年足才式  
ご・あち0こ、P川NEト月t・－・J癖星本ヰと0．ヱrF一九モスロースピソ亨せ乍lTれ  

l門ら与いトンシュン上の要求から、モーメソタ∠いれ1－′しと路鼓しhヂ17ル  

入ビン古式も席申して†－る。  
、、   

上述の尊脅別押野よぃ・スピソ速度別御11王す 

いも。  主ト．卑称【1サンセンサしスターえ雪アナーlてよ，て検止コれ・地上り  

入射丁与板のソフトウ171り，て郎耶導師：東えされも。  

衛星からのしンゾンデデータお、よひ■衛星ヵ、らq電波のドッ7pラー副如、ら同じ  

く地上の大聖計算埼qソフトウェ7ドいて癒星の軌道ポ凍えマれち。ハし一  
望星ド向う目標軌道からのす、、れかごあ，ト埼各．孝啓制御lて使，「このL同じくRC  

5スうぇタ一成，て街星の速度碑五かご行写右れち。軌道疹正11癖星の打上す紳  
胡l～ユ句集施丁れも†えヒ7，ていも。  

ふ坤でl‡・以上の  MS一丁∫の奄萄別抑ぇ、尊卑鮮軌軌  
且生郎乞・軌並殖ぇ．レンジンフ、、．軌温修正‘こつIlて、醇珂の  鮨果と揖左す  

ち．  

尊慮叶号呵 あ村軍産隻、私見所見呈、  

＝官研究皇、上ネケ柿色皇  

豆か霞ん（林）、鳥士通（職ノ、  

≡受電1（微）長吟丘船叶  
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5． 1． 1  姿  勢  制  御  法  

∫．1．1・1 神た 冬  

日5一丁5■の守勢脅えオ式lま、  デスノ～  

ソ了ンテナヒ宙星か本（バナ′しし－ト6丹明）lニよろデュ7ルスピンオ式ぐあ  

も。 また．縁組っれt‥ 

lてよもベ1了スモーメンタムオ式の橡弛ももつ。この措・衛星本体のスピン」  

－トlま0、2rp肌いミナ‖レ）で・あも。上記のオ式lこよ－て制御丁れるPLA  

Mぶ一丁∫の尊卑制御木に専泉丁れも磯首邑け、フ○リセ∴ッ＝ン1ン別呼  

、スピン速度別押．軌止速度制御．見げ尋常割周作大別丁爪ろ． モこぐ本頑ぐ  
lま、これ草の俄詑t講托す変哲朱の穣戌．磯絶と述べ、最後に過甲シーナン入●て  
っいて龍適すら。  

J．1．1．ユ 機能草丈  
M－g一丁∫のミッショ ンから埠勢別御上lて灯すも専正lま、  

一久7の碩81こ要約丁れも。  

（りス．ピソ軸と太曝首向から900土30の乾国内lて別御．雄冷すもとと  

もlて、この貴け之満托す水箆モスピン軸q向きも変更ぐきも。  

（ユ）スピン軸主音且面章且土30‘乃色感内ご・維持する。  

（5）スピソ軸t軌道修正lて攻守ワオ向に向け．またこり淡路いら（りよR  

lま（コ）句嫉隠にもどす．  

匝）スピン速度モ・え草統行崎6「㌣、ハし一動象埠0・ユ「押し・て別間す  

ち。  

（i）スピン紳の二1一千ーシ，ンと城東丁せもこじ♪ご亡きも．  

び）導管帥叫lこよ，て雫射臭えlて炎専なデータと得も。  

5．1．1．5 導管五経戴  
■Mぷ一丁J句弦替象lま．前塊lて竜乙述した草薮機絶と満足す  

もーこのlて、以7のサ7、●システムlてより構成丁れも．  
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く瑳智東と構成すちサフ岬システム〉  

謹啓且ンサ  ；スピン型サンセンサ   （S月∫）   

Vスリット望スタースキ▼ナ（ぷ丁ぷ）  

；アキシ▼′レゾェット  （右′ん）  

台
台
 
ム
ロ
台
台
本
‥
式
 
 

1
 
1
 
2
 
▲
牛
 
－
 
－
 
－
 
 

・了フナユ エータ  

キ▼ ソテ1・ソドリェ・ツト   （C．～ピ≠）  

モーメンタムれ1－′し  （M〟A）  

ニューテーショ ソデンペ （〟♭）  

・別呵工しフトロエクス；窄替制御1レクトロニクス（月CE）  

Mg一丁∫の婆脅木の磯患配置互固J．1．1－1一て．ま  

た．硬骨糾仰木丁、D・ソフ固と画∫．1．1－21こ示す。  

FOVof STS  

国富・1・ト1琴勢余碑患弘畳  
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J．l．1．ヰ 瑳専制御碕施  
Mg一丁∫ほ．村境ぐ示しh各啓上の痛牒lてよノリ、以下句  

妓な李替別御磯絶と布すち。  

く7。り亡、，シ，ソ制御〉  

がスジェ・ソトtりり、以下のふアリ仁ッショ ン削卿と行りう．  

（α）才一γンルーフ0利坪  

スラスタ連携、確打バ′レス鴫．連射回臥痛打仕相を他山、らの、  

7やロ、ソ7コマン「lていJ埼えし、アリヒッション別弓坪も行りう。  

この時、p如才吟咽分解能は100仇5e⊂（30；∫叩仇）、p朗丁血  
相命絆籠lェ再度プロ・ソ7と明いR齢0、8g80（碕周プロ・シフ  
と伺い†こ暗合lユ・7・冒叫ざ亡C〔0・2ヰ50；∫rF巾t〕）ぐあも．  

（♭）自動大嶋捕捉制御  

了キシ了′しジェット（A‥ト月ユ）とヰ射′ぐルス幅T OO根eいてて．  

サンバルスヒ伺ヰlこ・如才すもことドエリ．スピン紬と太暢との為す  

南〔鮎）と†00土301て制御すも。  
（C）地球サーチ制御  

鮎ニ▲900土30 と確挿しワわごら、スピン軸とプリ邑久丁せる。  

プリセ入速度l‡．蕗セ100／Hとあち。  

〈スピン速度別御〉  

キャソティ・ソトジ1・ント〔亡ヱ十C◆）lこより、軌且混入時の1ユOrp叫→  

30rF仇の入ビンダウンと行一っ． こりえピソデ■ウソ別呼は、ナtロ・ソ  

クコマンドにより漣．強確射時間t才毒えすもこいて上り女施すも他、すソ  

付し入り同期ヒスピンし－ト句放え旭（30卜P申し）ヵ碍しく写、た碕－こ  

スピソダウソ乞峰山すろLいう磯弛も有すも。 まトわ朝太暢輔攻劫  
御縁の30卜P帆→㌻卜P吼スピンダウン・及び∴見事航行呼の入ビンし－  

ト鯛麓lま．ナロ・ソクコマント■lて上り．確射吟腑と蕎臥することドより．  

喪施されち。衛星本体のスピンし一卜設え朴鮮施は、0、0年卜P勅ぐ  
あち．  

くスロースピン糾御〉  

新星和本の掃っ笥運動量トユON叫）阜トナソタムれトルドよ，  
て吸収し、ホイール回転数卜足し－トド別呼するこいてり、軒星本  
体と－えの低スピンレート11別即すも。 ホイール画払扱け．ユ000  

rp仙土300丹れ内モ触されも（右イー′レし－トの設ぇ精度；0．57  
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へ■0・‘7ト㌣札）。   

く軌通達反別卸〉   

了キシ，・レゾ1、ソト．キ，ソティッ け、⊥ツト、ヌlIこれ享のゾい，ト   

の組みふせドエリテ斤えオ向ド蘇邑句速止痛且と行なう。   

く肇那†測〉   

スピソ型サソセンサヒスターセンサlてより．スピンし一トう†胡瓜甘卑帝   

評判頼子ワんれも。  

‡．1．1・∫ 且甲 シーケソ入  

〃S一 丁J のAoCぶ遥嗣シー丁ソえ竜」釘5・1・1－3に示す。 月  

oc∬逆即ま、以下の十頑8からなる抑軌こ大別ざれも．  

（a）初期埠替碑祖別坪  

1ユ0トF仇→30卜㍗～の入ピソデウソ、細劇吸入尋密から餌＝90：  

鋸＝？0■へ句婆称フ‥J色ス及げ30トr所→‘トF仇匂え亡。ソ㌻ウノ  

糾即と緩りう．   

（い 軌且且Å即坪  

菟1）文軌通達反別卯ヒLて打上Iデー弦午～∫日綾、篤ユン之軌且速度別  

卸として灼30日後lて更施されも．  

は）泉帝航行別御  

礼追速度別 

． 

スピン与由乞未温血tて灯し900±∋01こ別御すも じ具lて、スビγ速  

度瀬藍t行㌢う。  

u）値スヒ。ンレート別秤  

工写．托富∈≡え腹tして、■もーメソタムれ1一′レi一えし一トlて制御する  

こと」てより、衛星和本t他人ピンし－トlて別御「も。  

宇宙朴号鱒 二宮析免皇  

日 本 電 気 ㈱  
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スピンダウン  

ほ0卜P爪－J8「p〝－  

スピン軸削j卿  

8s・・・・一〃00   

軌迫；天定  

スピンタ’りン  

30rF爪－－5rp打l  

スピン軸糾凋】  
βE －－90■  

初期章句・雅＝腹  

爪」一山スピン‾肴′プ  

（揉査撤去描3r押－α杓）  

PLLのゼ〃Cたjの  

乱造j星夜削イ卸   

スピン卓由別種P  

9£＝マ018亡＝紬■   

軌．遥＿決定  

作スヒ．■ンレート   

れイールスピンダウソ  

（擢査楓肋叫一計pn）   

7シテナチ◆スノヾン  

データ4三三え  
★  

車軸・自 助   
一九】塙．捕‖足  

l  

」＿＿＿＿  

★自助入場摘■j足は   

B加入甲田そ－ある・  

回i■1・1－3 Aocぶj旦甲シー丁ソ入  
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5＿ 1■． 2  婆  寧夢  色牢  折  

J．1．2．1 概．草  
M－g一丁Jの奄専攻虫ムlま、スピン型サン色ンサ（Sl仁∫  

）と＝一スキ．，ナー（ぷTノゞ）tてよ，て櫓戌丁れており、Å暢ヒ星と基軒てし  

て属性空欄内モの缶星奪勢力ご爽え丁れち。  

β月ぷ、ぷ丁ぶのデータと含む宙星からのテレメトリデータl‡、KぷC局きた  

lま臼田為㌣受信され．阜甲田線と且じて駒鳴軌て低速されも。蘭島局の大型打  
者磯（M一うら0押 ）上で・動作すも”賓啓永見ソフトウェ7”け、移送＝t  
てくち干しメトリデータ の早から碩勢喝珠のデータt油虫し・ふ鐘の7ルナリズ、  

らt簸て叡星埠勢の最適経えと行なう。  

以71こ，街星の沓替検出粂ヒこれlてより帰られちデータ、これらりデータと処  

捜し尊啓凍ぇも行なう導管東＆ソフトウ工71てrl－て寺止すも。  

5．1．ユ．2 姿勢除虫粂ヒ縛られろ蚤勢データ   
従来の妃球同回街星モ・地球センサ（HOぷ）一児虚礼センサ（GAぷ）－ぷ月  

ぶの頚尊卑紙舶で・妃球ヒ人格一基季・てして新星猿轡相良川てきたのと・ま  

異ワリ．  Mぷ一丁古そほJ月ぶ－∫丁ぶの希玖で・Å穆と星1  

基準lて街星挙努pご凍え丁れもいうぇで．原卿勺lて異な，たシえテム∴とり∴，て」い  

ち。  

ぶAぶの楓和ま入ビン軸ヒ且再q方向から土曾∫○の鶴城といて一する7，ン  

ビーム粗野と、まトぷ丁ぶけ1⊂。ソ紬L追勺方向いら『○～ユ00の領域をカバ・  

－すも∨スリワト世祖努と布してし・る。痺に∫丁ぶの楓和己温け・街星の且序  
航行あ・よげ組利時の崖道面牽且奄常lてあ、いて、カノーア入を丁Å池野の中央一て希  

えうら様ワ軋置L－‡，ていも。 衛星座棟泉tてかけち∫月ぷ、∫丁ぶの綾労組且  
と区＝ト1．ユー11こ示す（新星へのぶ月ぷ，∫丁ぷ玖村軋且1てついてlま．厨∫．  
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1．1－1春．吸のこと）。  

∫月ぶほ．人格○：∫月ぶの粗野面と通i乱すろ吟lて．い）サン′ヾ一レスと〔ユ）スピン・  

太暢角データ 8∫ 毛虫カする。 スピンー太梅雨データ∂51ま・ク、’し一っー「  

○、らワも粗大絡角〒■一夕（デ1ジブル）、病人略再∫エ〟データ（アナロり・帝  

人梅南cosデータ（了ナロr）がら痛戒㍉甘＝－いち。  －オ、ぶ丁ぶは里心リス  

リット またl壬8スり．，トと通過すち痺ド（りスター′ヾ′レスヒ（カスター確度桔ち  

（7ナD7●一）と出力すも。  

磯上㌣lま、サンバ′レ入から次りサン′ぐ′レスまとのヰ郎丁刺に上るスピン局別剰  

ぇ、サンバーレスいらスターパルス蚤で・のヰ礪計測∴みよげ上連句ふ鐘の7ナロブ‥  

けちqA／D吏凍Dご行なわれ、P cM楕号ヒしてテレメータ泉lて移送才爪ろ。  

シー人上、地上局ぐ受指されう各骨格析lて英軍ワデータlT．ン又り棟lてまじゎら爪る。  

α）05 ニスビンーÅ鴨島データ  

b）T叩〟：スピン乱射  

亡）TL：サンバ′し入電里いらスターパルス発生よご・の経過吟碩  
●（こ＝ト1．∴〟）  

d）VL：上絶入クー′†ル入lて対応した星の蕗及 u；い．．・‥。N）  

サンルレス、入卜Jヾ′レ入、スター経度結きのタイミソナーの鳩依i屈ぎ．1．  

ユー2ド泉す。i巨、これらのデータの干しメトリフナーマ、シトド「いてげ、  

泉s，：巨1一っと奉鯉のこと。  

g．1．コ．3 婆替 凍え．ソフト ウ1了  

Mぷ一TJ帥埠勢凍えソフトウ1了l壬．大きくわけて鵬  

下の埼絶と布すち。  

心 性患奪勢の泉え．  

星おごケ甘くとも】個以上碑息子れていち吋lて、ぷ月ぶのデータい、ちア  

っ■リオ棋奄啓摘取れ－て如尊啓t凍ぇする。  

♭）粗蛮観象え磯絶  

星パケ甘くともJ個以上検如れていち崎‘て、 

帝吟と今の・導管データの亀帽lこ牝応して粗い奄智組も行ワう  

4□9   



0 埼奄密謀えと′ぐイ7ス掩え故紙  

衛星○ごえ常的甘スピン旦勧としい－ち塙思のデータ・こ押して虎モ†処理と  

施し、街星の錦碩考課足り爺亀の子イルト如どの手知バ’17え号の最  

止推丸と行ワう。  また・長崎軌こわトもべ17ス・推え  

の錦魯ねlていI帰られろ高痛風の推え値と使，し＆常持久ビン且勤時  
の集暗錦モら楕蚤専決乳i行なう．  

以上の横託と有すら確執誘えソフトウェ7の峨能泉挽回t医け・1・ユーゴlて  

示す。 ふ帝の積託lいズー句過り㌣あち。  

8）前処理申  

子レメトリデ ータのL OC K－ON／OF F水路と副ぇし．LOCK－  

oNデータヒ利息ぐれR鳴息、衛星暗別データと含めて窄1射削木のデー  
タt抽出し、ぶAぷデータ前処理与れ ∫丁ぷデータ希英頭部へ温．ち。  

b）∫Aぶデニタ前処理卵／∫丁ぷデータ前処理即  

gAぶデータ前処理部で・はスピン人格笥の換阜、組太暢内申ヒ綺太略再  
即のデータの合成t行なう。．；丁ぶデータ前掲朝Pそlま・人格・街星  
○ご他戎止抒■ていち碕の地球甘ビ巧哨もいえ体の検出の利札一 旦とサーなく  

とも1個検出していもいりいの判え．写らぴ【ていくついの入ターノヾル  

入t線虫しいも痛心の■てせノぞ′レスの瞼毛．正規′～ルスの生乳の痛瑚座  
ビ♂Iぶ丁ぶデータの柑処理t行ワう。   

C）星の伺え郎   

－  

†て星の耐えt行なう。  

d）粗塗常決足胡  

上う乙旺川た星ヒ大路とか・錮尊計耳・てよル綿の粗経えと  

行なつ。鳥篭具t風塵リストヒして路抑する． よた、ク171・ツ7デ  

1ス1pし1（らD）、う1ン7●リソタ（L P）写と＝て出力丁ち。  

色）璃婆替凍ぇ即  

衛星。ごえ常的甘スピン過敏としてし・も場合・′トソナや理フ○ロデラムヒし  

て嘲息亨れら綺饗専決え＆′り7ス稚足っ○り－－ラム㌣出力されもノヾイ7  
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入線え侃と使，て璃猿轡推息と行巧う．鳥篭具と鹿足リストlて如何すも  

。i巨、qD、L P号lこ出力すも。  
鯖婆替凍え7ルコ「リズームヒしし 逐次最′ト台東i乙電線閉す∋。  

ギ）稀窄勢凍えいヾイ了ス拝見フ・ロアラム  

新星○こ乳尊的写スピン退勤tしい・も痛心て・∴しかも1スピン中lて捜玖   

佃の星○ご松虫さ爪い、も塙谷のデータ乞長針恥わ巨，て路紳し「てデー   

タ7，イルとベ一入lて痛尊称の凍ぇヒ主知′り7ス阜の推えt行ワう．  

長軸哺にわhちデータと殖隻ねもことによりバ1了入稚＆の嫡反と上・r  

．果菜と巳）への人力データLして出力すも・  

午乱打学研 二宮押ぇ皇  

8一 本 電 気（碑）  
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頗直の筏何尊重由  

匡15．1．2－1S月S STぶの粗野配直  

サンノでル久  

スターパルス  

スター5里長接号  

鼠5．仁2－2 羊勢・塘路子こダの夕べミンワーヰ々一丁  
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5＿ 1． 3  軌  道  生  成   

為音棚ル且ま戯て。ロケ子い喜、奥書官呵亨絃和す3ぼ香織のれ且富久牽か＿薯魂  
せ相同レて好奇端の選勧ネ死和宣j如且頒如乙隼J，て．計射ち大礼頒7。ロケラム  
であり、他疎周回晴彦の掲令い才本せ埠Kヌちあっク、の痛凋乏備えていろ。大j  
く．コネ鳴．月、ナ享．ネ等号内奏宴の．富力王者透し・ま欠鰯レ入場けJう密か揚  
の玖つ・・ガ1男鹿l省一・舶用君諭勃層壬つイヤp乏ることであり、～り折半与以上裏  

罫，ニ九J3ご長期呵ミッシタンK虚心司ろょうK市史の扱イ且計耳7ル′プリズムま戎  

印可う二′とであろ．ニれりの訝ヱ・も加須レ祈れ血生裁7・ロケ●ラム（丁斤J′り乙写で  

l～乳戴し質嘲K欣Iて、・み。手KT斤Jア巧打質種孝ま刺牒Iて、ケうワイフ・  

アイスすレイlう承芹・司う1k〝トのユーすイリラJ・アロケラん蒔C∫〝〃各家萌し  

て、・る。   

JJ）運如才イぎ和   

地．じ諦・且屠蘇泉（／9古♂才一劇e4ハ）k∫るガ至誠句虜据ぇアご（乙7．ヱ．極り．必丁  

ヒ句止いナ＼押ゑ魂の旦‰射‡和一ユ   

テ＝一亮一真′ノ侍丁引  
〃■． †乏チエ ご「＝J声一小可線   
P／  

（り  

L乾止ゴ｛ち。ミ：でメールフ懲戒あ・J〟他禾挿の琶七定載．キi砲兵伯の虐据  

と召山7一 高プチ一万′，ん才他ハか且虜碩でぁる。上旬斉皿才J竣∫拍りろん中  

lじゃ馳銀色ウK∫＝一皮虜頑）であり、フ文の和紀号内れ碩lプふ陥．月．宙蔓冴ど／ゼ  

ま招けJう伽立身頭で新手ク〈、カk割飢のアの才コ頑－ヨ他犬侍ガ〈且濾好奇礁kよ  

よ招‾司加速度で、才え頑■才佃壬侍す（碓級：lて升J招・・句中ワ底屠場であを．   

良）ロワ且庵頑  
．  

（り武K合音小うゎ盈鬼頭乞列矛  

1ルげ以下のJうH命顔でぎう。  

i）大嶋．月才トJ小一稚珠1食む9   

塾蔓lウJう琶甘わ塵慮  

こ｛lフ‖）釘のユ′ 之頒である   

γ（、ニ｛り叉作の虎姫モ・つ．  

〃月∫月（Jタ⊥）のエフ1メリ  

ス・フ7 ノ＝レ（東仲原）1硬鋼マ  

ろ．   

り甲lじ矢作の非力竹、疎1扶舟ふk   

ょうか且虜頒（開か地q号弼Jd  

Jハ   

瓜1．′、一レイ雲量ヒ MS一丁∫ のれ並   
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吊）木嶋え應牒  

i鵜穿置場の軌且碑正ママー ノ（一   

y卜触相対鈴如畢lしJち加速度   

yi）大乱臆軋lシよう恒星鹿   

川盛砂軌凰㈲柄戊の滑津＝一クK∫う帥且慮  

こ｛り勺加盈應軋りう彩管乙庁、せ－√周ろjの如  

であう。ぼIえlつ雅成句温でのま専一J加温應i．  

1じ瀬銀孟碑脚とlて斤、し欠み功であり、亨k固  

、つ大路れ針，五経人でいう断て如小うか立最適  

大略診りの免租と頑紬ヒして示してあう。．弊欠●‘  

怒号l＝卑称うr，てヤの劾管ヤ（泉写れわか・て  

く
 
 

瑠
 
3
 
£
 
レ
 
あ
 
 

ろ。亨kゑ1K．思軸足舟プ亀戸ヾ7・ウ序ワト月の列  

鼻息（／チタ占与j郎Kみいてヤれ軌凰メ艮巧■す彩  

管五万・句。長久のものlつや－フリ碓疎音ガの離鶉骨  

疎水就蠣l÷訪）と月であ，て，イ小雪■－れ～ク巧手ロ  

軍産ハ留兎宣蔓す’ろ。ニれ■7主ヒLて雅章旅の地  

ーlO■  l01  

01■旭● tm ■山  t仙  

侶ヱ．つ他種伺皿の♪嘘虐碩  

l 鈍舶綺の足長儲如減れれkものであう・他；  

の容量tJえろJ∂♂クキロでこのl勺才睾クぐ／弓占♂クメ  

キロ、令葛ヤり♂＝キロ、他の鹿暑が～βクキロ確  

度で才喜∧影響ヤい番人ぞ、、．き医大均先方かJ  

ヲククク雪口濯虔であり一段相弔蝕果JJ′飢卜手口  

他戎晩払毎号の大嵐頑彪．ク1▲～こ∫ク♂キロ、利蹄句摩周り  

一一っ軒数由れ＝線ゑtぅえろ   

侍）教偵嶺小泉   

£㈹夏ベkすう・K泰阜伺庇汚点、牛耳β皇女  

耳lウム・J．コぐ長■卿句巾軌鼠算和之杓わりり帖ナ乃う  

ーい、ので．（ユ）の虐あう雅邦の確かKlコ．ヤの礪應  

痘証書えレナつ計度蕗何色離島句〉k力IC．恕  釘3．入陥伺皿ム廿増兵碩  

沌絶命洛外蕾打lシり細ルの痴愚サ（丸山ル7J叶れlプア一ウ丁い、．丁斤ヱ′で・琢研ぎれ  

セキ識¶特徴lづ吟段戎の〟んゎい仇〟ノ血｛句ヰ刺｝、相正子諸ふJ打頚㊦スラッ  

7●と初野すさ局殉富貴ゑ利併読い、えをク†、マウKぞの粥親王列車マル・す’｝メナっ～・・  

kく でれろ。   

り球音鵡の佗富度棟lりかて138わ〃祀′のケ利手久一Jよ払鵬〝の碑正子   

jり汀五戒勺虐長足祝ド朗tてIJカム虎∫一β〟d診′助の子劇タと〟ふ｛♂一ル〟／お力の  

胚1尋  
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ii吟招魂のよ酎互の計如ヱ舶似で射れうー、きた・け射々抑β亡一伽桝如  

何、、ち．  

吊痛小久子ヮ7・内れ痛呵－プ称句冥ぺlりう  

ー）碩ネス子・′7・・サイズ●lつ成長ス千サ7・サイズ●KJう掲朴と局脅ぞ吏差別抑王伺  

いイ自動的】つ可奮スキッ7。・サイス・ヒ■1ランヒ■て可舵であろ．  

軌ヶv）の局所薇如憫産れ戎罰ドア，て、7・ラ矛γ り『れ且1質例■与ヒ弓し・ゴニ   

勅朔の息叔l～閉ろ押曲線蝕且サち巡航朗の久略《ヲ｛りの大子7J所円れ且作家う   

，で1キツワ‥サイ■で■J／ク秒オち′9・8きで一骨化レ、7ヶ瑠咽れ丘草炭lて専有う   

前官和旬一丁〃－加♂前宮城喜ば嘲Iて扱妙裾展と免牢『長い7・ロ7‾ラム川，ていち。  

即 吟育、入・Jか一彦虎泉  

丁斤エアで頼嗣～小て、、ち頼れのi専乃奇のlきコ［フコLノリス・タイム（モ丁）よ血■  

ユ．ク′ヾ一寸ーレ、ダイム・コ才′ゲィ多イ子，ドイリT亡）で．あ呑。前局1J呵帝打者K  

臥、りル、播磨tコ曳ヒLて入漁ガ轟斤、l亡戎罰マれイβリ．カウチん肉刺3虐蜃K   

各席払拭lニJ．て嘲依7・けり｛て、・る．磨庶幾ド倒lて1コ富7J智の・J諷点間虐練  

乳スリ郁倭且勧虐碑希でカリニ 産彼の虎卓．け相成中一ぴ．久鴫㌣u、訊多い－コ極り  

LL－ 餐喜平ル・ヒ司，ュビヤて可能で’ぁ計“．・，ヲ欠糎妙所一票ゑ厘如ト▼Jろ赤星凱の膚取互角   

鹿lて‰く 〆d拍ス・∫れ●■′タgクー〝仰の何ガd黍斤、爪■叩であう。大い「   

密計常17qぺて蕗磨∧廃線禿で朽，ていろ．  

（封 瑠長城・楕報玖七アロ7‾ラム由Cl〝り  

丁尺三戸】ウ∫ろ針笈き寄手1裾私的lろ化膿可ラ大小バ．ク■ぅフィ ック、す●′：77■  

レイ火力用の∫とヱ〟Fγロケラムが牒君プ小て、、ろ．（ライン・アリン9㌧ズー′  

7●ロックヤ佗珂可卿 ヤの£旬1大別可れげ  

i）ぽi鵡のイベント暗朝酵諷碓の可成申剖′  マ7一／く●一吟釦朝  

iけ将星磯舟き打壬招（知立痛窄  

iii）抒音域！Vlレじ司う騎虎欄衆  

1y）地上局卜労1う好畳鰯∧・情報（レイン  

髪⊥ 
＿＿．． 

S8n81tlvlty【）【Orblt v・r・t・A亡亡eloratl■別M＝岬1餌eト▲I  
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姦1．「・ウキ，川へれ且イ鳥丸   田鶴．天租頑ソ7トう，71内諾   
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y）ガを戒♭加山号押立虜の頑留別碑叔  

ii）けl判lてlコ直女座席東1すサリで・〃くケ7・う一卓見ゑ斤、、穆β碓豪君、．抒最強  

の8嫁寅搾l乞t雪！可う桁質命虐嫁伍′β丁．β■紬d孟表敬可能て・ある，  

乱打訝∴政見帝、富士見（錬）  
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5－ 1．4 軌道決定とレイニ／ジニノク、  

（り レイ ンジンケ   

好字幕ガ象鵡の軌且才覚l＜イ摘～｛ろ頒布源一一卓ヒL T電成婚嶺ぐある，細魂  

周底】噺婁の鴻ノかIコこの7Lアンチ丁｛秀作句．仰角7Jと℡ぐ伺いりれろ打．冴卑官の  

璃命、3イの塵距触∧kのlてほじ人ヒ搾hせk′い、。琶刺青掛ユレインジ′ レインシ■・レト  

∂〃色 ル少ド7・ラー∫・J′Jき爪・、謬百官め塙小一】オJの釦e 町′・7・ラー1J抒頚  

ヤて恵、、たのlつ便嗣子｛ちニヒIJサ7い、，タ火レイン㌻Jリりレインジ・レートの方針・  

婚lパレ＝汗川膵葎沌博絹．の燭令ヒ質，ていろ．レかレ向眉じ竹稚上√ソ郡ぜり  

小火掛盲摺ろレ、ニれまトうニンス∴訳ンダ■▲lてJ，丁且り止Iて∫k脅′言仔ろと主調  

旬tと，て蜘あ・J仇・疲廣婚葡乞ヒリ水lていろい直岬うつと一レンIり指名夜  

針路乞伺いて、・多．を、lづ特級桝・あ・ト きkギれk7猪方勧向上【ていろ。レイγシンナー  

シまキムのハードウ17滴裁lく′フいて逓tへ・ろニヒ・エ本場｛8埠でり乃いのて一席蹄  

イぅでヾ、ニ｛ク1■トラ「ンプこ椚ンクー’1≠壬て盈り盗丁れてぞk暗ーら押上局】÷ス・・・て啓ば  

奪鯛滅し勘膏要綱嫡ヒの瀾朗管と，て爬上々かりげ豆威タでの距銀之ヤの埼伺且  

れ仇ち埼乳÷軒別司予・亨kレインゾ・レー「け基本的♭・7糊漣淡けかぇち｛k「アナ  

ち7ト1変†盲娼じ脅作訝｛伺夕方羞貴慮劾かち線虫巧手．いゲル｛掲府、Jて彰碁卑仔ちと  

啓作佗ろ Lの吟何のす小色綬・弘旬ろたれの禰j置7J碕計ポー炒膚でわを．  

α）丸運推定ヒ確定′ヾうメータ   

れ虚確定で飼ぃり小ろ砲昏J†ラメ一夕■コ、哀ヒしT知見‘尊貴アで・ヤの慮あう  

常もlフ合．／．Jの川ギて移止、～ルる。lサ・しヤ小畑‖叶Kも、押上周作富である  

L小魚鳴え丘カ、金蔓エつ1ノリズあういIフせヵ受忍〃ヒ・の兎鼠yて試みり小診ン  

ヒヤわり、モルり之一丁香して九ン之丸イウいレズ千み否ヒマ亨．乃の押合．／・j  

で夏ベトJう7J忠行くの伽止眉頑t甥監司ち定数サてわり、こ叶ぃり1一席してC′T  

ワ＝レヒ司れげ、ガ査承｛且‰机里おlコー船的にtJ波立巧～・亡く食葺ゴかう．こ  

小けズけ庄川う一作射線折檻かう雅邦でわろ。  

（i）  X？／（ズ′C）   

ミの武i∫，／．3（j）で■昆へ・れ巌砲綿々、えドJ，て激値確率と朽．て軌適1謀れろ。   

（j）硬創伯ヒ賓ノかオ柁㍍  

破顔＝且1コネ軌】）で滋～穴JうK宙頒婚我がづ‖手いJ手♂ヾ，一府lてこれりtわえ剋  
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ベ∵7トlレyじ才じれれりす／lJゃけリガ′ Clて句司ち北線わ有名試で免也‥J小ち。  

y＝ん（ズ′C）ナ仇  小こ後刻／イス●■  （J）  

軌且推定い7好局この／宣旨えら小てズま確定するンとで釣ろせて（れβノぺ一つ、象る  

yりlウ呵者ヒみ非線蔽う神射であろかり、何周l；非線椚赦免呵臥÷時点可み。こ  

小1鹿鮎解くこ＝風貌ぐ、適齢7基奉れ且‰ぇ定のヤ入射ノて・孝一う一局呵L好  

一フ好色舟－り錮ろ線酌オ栗武Kついて線動線灸疫紛ま適郎み。、、タy†ンの‰  

で胎頻々、司れ17＼   

月＝光三書㌫・晋ご〃亘在′ム）  払）  

レか解でざろ。月宣教刺符列し呼灯至（t′局乙ウク、ち‰才で・句濾吟瑠列と呼Jこ・．雷  

l才舌．／．jのノ（一／武官ズ（畑てついて胎磯舟lて  

戸析詰J√よ）と？仰  
∋雷払ち）  

ごF㈲雪紘も）′至（も′右．）Fヱ（J）  ∂も  

丁了 摩佗桁列  

払拭王者か有罪裁い、い、遽初狩列要一Jこの垂水方弁才揖1叔適確介す茅ンヒKr  

って郷∴れり小・ろ。   

以上甘確定毎／他－ん）／ヾうノータIてついて通二ぺkpご、ゼの外月見払ハ弟あ）／ヾラメ一夕  

甘いりて．直感鹿足l才レナい、■舛天命紫解れ庖周解碑7化Iてイ更伺マうJヾう／■■タ〃ヾ  

あり、ニ｛りt才伸上周作定・動押倒焙紛ぃク、俗称色好弗弔姉碓氷戴小乃レクヾ  

かl、鬼塚■ヾウメー9ヒ錦イで如超虜Jシー川ろそ定であろ．し桐ヾ，丁指）恥の費  

卦句毅郎りサくじも‘xJ∂ごせク♂ナの一婚窄ん股j卜根号武乞確かレ7〃7れlコ一万ウ7れ   

笹）フィ ルター   

ここでいうフィlレターいユ池魚パラノー 7句ダイナミクス汐く●¢弼て・宇土ちれ老  

刺青雅一ルム観劇イ直〆βJんで与乞ちれた動くXの最適臆足場t荘のろ7ルつ・リズ4  

のン㌣t訊ち。彗｛l与り、、ろいうTJう我があう灯、矛アロウうムでtJ、古層的′J  

射・日食射場丘レk一ヾイで。琶討つさゑ右自虐紘t伺いち，乃．．レで非線番鹿足  
lろ舛匹1うみの．針l血レ（Jね肌有川）札能乏絹乞ケ．   

人工的星∧れ五経弦lウ恥、らんろ巷矛的り廓鋸．J、ネ3碕動も三見椚てこれ之  

え粥（中心）ヒ呼机 ンのちIケ計り春水・絡げ郵モモの綾。一灸卸可の子・一夕′1呵  

いて舶してヤl＝え卵け…う長のれ由子知りと．句葛仁初ので豹ソ・竹上姐  
庄中レア＝、’ん■川↑のジヒくでみa．  

ズく○） 
ミズ。  （ク）   
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ズ（刷＝ズ〟）ナ（指一㌧〃招〕‾■（〝招y一招‘り）用→（ズ■一ズ（√J刃  げ）  

ここでズ（／，l了ム－／】刃8の一一皮囲づ′古刀Jくあ・りろ基矛如凰佐斯けあ・イろ）苫泉レ．β－コ鬼  
l亡弟みぅう和銅莱小敵でわり．ズ・才或創りスーの犬珊て一命ろ．（り揃ぇ如痢値ヒ  

して（ざ）鋸の塵・I遜レ計首も所定の判定後孝ーウ政，て鹿足猛クヾ般丸すうチで官行  

司る。：ンニで最終伍互ズ■；ズくりと司れl才■、   

ア＝＝㌃一十月甘け’l （9）  

…－  
lつ碓促績巾手綾貴か澱て・あう．ニこでも。かり痴乗｛碕争川へのサ耕IJ鹿足促一つ喝  

してl与．   

控イげ′C）  爪も）三ズ■  

の扱値痛命一桁い、手k今別痩∩承小髄1J（り恥の至壬伺いて   

ア㈲＝塵仏t．）P（七。）李’（t．も。）（り；P（も）ニP （9）ぢIIJる  

匝）  

子K（？瞞仇招列｛皇女け視刹・はの皇～かち軌外のPの行列の朽列揖タ（♂1ウ血くわ  

リレ■れけ・何題互生すろので．扱縫針富上寿｛ていうスウェ7・lレト弓勾・王ガ句写さ  

予見甘利を。  

仕）認劃その細ユ   

竣創考粥lク尊称楕額）の禰宜▲コ．ガ卑窃瑠査戴の軌曳雅乳何軌ニス・、、て最大の呵  

殿＝才うシーヤ（‘々懇之｛う．神立の卓7〃を田t矛でれげ、嘲舛翰如屠．電私用ス、  

J仇，大脇7うスーて郷正、天軋画風竹材正孝であケ。欠L乞■ナ功労勧孝で一コ．γ  

う穿サト月の利点碕■うス＝、て月旦君夕命伺り塚剰え毘lシ容1ち遠心り歴々ロ】ぅゎ  

産句うじ千でヨ｛、チわ種瘍の八嶋琶か場内一ウ告7う公飯ス、J仇‾励忽ドJさ鱒上  

卯官葬珍針勺傍凰－7レ1ンジ頒質でおメートル～彪十メートルIご且司ろ．矛k専  

政局′事象思粛正も句じく数十／一トル■ウ銅用のと秀えちル、レインジみノム■  

レインジ・レートI～君1ろ目線辟各項左サヾイれ孝・ 

神℡ウンレクイム）でわるンじ乙禿えれげ、この畢刺その粛正が′戌膏7J凍省一尊号  

号フ1∴小■料ろ。   

ン▲ヒ．観劇倭｛粛正一命わk軌且沫弦つ・ロケラムJJ、婚電り痺碑舶乏得て日  

イ．間藤ヤであa．  
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しら）エラSOP（軌盈拷法っワトヰエア三ンプチ」）  

オタブテレけ、ちク日如モ虔僚巧言たかi＝京子の鹿掠も為す雪。  

1．揖≠t／？前鮮度新絶  

・軌あヂ’一9倖あ忽才リ入力ゴ小仁鹿鬼才ーマ邑軌温柔虚？Pワ■巧い申一工藤菱オ与．  

・舶ゴ小作毎畠ヂ′9の平身良び症露も′仔－わ．   

皐扁I如戎宥和釦’一9晦劫ソー←漁毘  

・劉通辞鼠プロT∫hづ痺申ゴ小う才一9tSん′タロ、軋別命恥観刺す一叩繚娩   

如暗闘も卦。産経し．≠’一9蕗刻頑にソノ卜すうッ  

j′卸遁辞定森聴  

み見劣建値のL効L化奄す舟射ニケワト勺写シ  

・イイジ7ン最小匂如疫魚名し≠17銅彪フ石レ9も軌、て－貌盈音素良零倉嬉  

パ㌧うメー9の稲鮭t甲げう一  

・戎定忽の衷信教億も化魯り痴劇＜クツぐ／ケ7ろ．  

ヰ榔躯路匪  

．軌道才色噴く箆1二凱盈佳良・色ノ仔イJうし   

1’j － しし・、イ‾1．    － ■  
＼   

・路上胤ン外耳るヨ／レの農期苛絶キ利息示・7ソ≠イ荏憾阜射もわーナう、 

・卸適Jf説し乍旅客に才リ5／しっ1才色鮎7．ナ、ノスカ仔め・♭毎げう。  

しれ石RクエSし舶留針速ゑ存、・7β↑うh）   

凍っ叩り、、宗レけ軒如‘、一？もGロいシ劇れ′メーさ七鼻音J也ろ上めど．条件メ釧旬  

軋召髄卸輌摘一身鹿ヂノウ固もゑ序で七号j教徒ガ、あう、・メTlニ名磯施〃毅明t  

′作一才つ●  

し可ネ痛渾圃成長赤線絶   

盈啓．鍔、万象穿琴・窒J・ニ巌の軋敵地盗っ山仁衷斥動列＿恵存間取申  

、ご釆昭、痺膚忽．各線細身＝戒ち乙αp上lニ国爺弓ろヾ   

泉藷針半値l才7てイルオソ象〟払叶＿なp上で頓智七・苛も。患芥うぇ■J初ダ＝二   

郎ぽの雀ての軌並痩綽で泉石ゴ小・絶．て永存頑藤lニ′追ってめ刻t垣新しrJ／抄‥   

ら・¢物ぃうJ引例Lて■者羊蹄の軌軋咋線七て純’ っ1、、∠。   

痴判明照履布t′行再りて1一ろ膚ヒ 桝略妹キー乞摩って痘川込けも々、lT＿長子ゑ  

梓もヰ堕しウリ、l』拘りLl＿h7．．′ゲ了月号ンヒげ出如f   

軸物の冬招丁一．レけ中一ヾ未年ゼウ名木細川盲如良も私組束うょう′ニ自転  
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鋸成下：了コテけ青息1イJし  

蘭l工SSoP亡くせ刀子しレのインワ・一フェース   

し♭7苛親疎釘帝劇み貴慮絶  

・拉の軋L亜わ密劇一組え綽り好感りの廟巧も・鰯圧土山た緑，軌胡・枇働捌紡  

啓一。修って如上l。舶すら。患爺及梓如、盈針．プ．今風で如1し、指圧丁れ  

た働卵胞や、巧針¢訂劇痺帝の嗜忙t肇軌軋・ニついt●罰かこ幼子でぞろv   

ノへ・ソト担戎Lしし作風の射寸も↑うつトリ′7わ一ゾルぺ・帝宜し、らのβ力乳乞竜  

わ勧卜邑乙縫り蹄机混入〟摘も数値で系ネ司・うこてゼlよ皐ろu  

に）剃距≠」？蘭息舌璃絶   

妨の刹政子／9～り■フイいさ叫P上・フ晰1■写し 各相伴鳴け77仙  

り乱打止〝一年P上七・巧婚七ぞ巧。春希句呵げ中点テ絶1′ロT与hにり飢て、、ろ  

が＿官卸値転・ナでイJ′・考好‖直幸■司卸二島京コ也ヲニヒホ・・●出来うー   

爵霹づルーシI留めレク・一レ、ノア・′つ・・巧ろシしか栗東す－  

由射軋私見布．富士且（扱）   
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5． 1＿ 5  軌  道 †摩  正  

1． 序  

P LANE T－Aを初めとする惑星間空間探査機の飛翔に先立ち、軌道推定から必要速度修正真の算出   

を経て、実際のコマンド作成、伝送、R C S噴射の一連の運用に至るまでの一貫した軌道修正方式を確立   

することが MS－T5の 試験探査横 としての主目的の一つである。  

一方MS－T5とハレー彗星との晶接近距離のノミナル値は、1月5日打ち上げの場合約500万klnで   

打ち上げ日が走れるに従い次第に遠くなること、および探査機堅塁の制限から搭載ヒドラジン重量はIU   

kgであることなどを考諾すると、MS－T5における軌道修正の目的としては、基本的にはハレー彗星最   

接近距離最小を目指すものではあるが、むしろ人為的に設定した目標点に到達する軌道へと正確に軌道修   

正を行い得るか否かを確藷することとすべきであろう。逆に言えば、打ち上げ軌道がノミナル軌道と殆ど   

一致したような場合にも意識的に軌道修正することを考える必要がある。現在、軌道修正に用いろぺき燃   

料は安全を見て3kg（速度修正量にして約30m／s）とする予定である。  

2． 散 華  

軌道修正作業は、主要作業流れ図（第l囲）に示したように第3～第4可視の間の不可視時に開始され   

る。第1－第3可視時に行われる軌道決定作業及びRC S性能の較正のためのスラスター噴射の結果を人   

手次第、許容きれる使用燃料の最大値や速度修正時における姿勢決定、通信、電力、熟等に関する制約を   

考慮した上での最適な軌道修正．方法の決定がなきれる。この朋間には更に決定された軌道修正を実行する  

ために必要な姿勢変更マヌーバー、速度修正用RC S噴射及び巡航姿勢への空費復帰マヌーバーに対する   

コマンドの作成と、シミュレーション・ソフトウェアを用いての各マヌーバーの確認が行われる。この過   

程で用いられるRC S性能は、較正視の最新のものである。第4可視に入ると作成済のコマンドが直ちに   

探査機に伝送され、RC Sの噴射が実行される。基本的には速度修正方向に探査機の反スピン軸を向け、   

アキシ十ル・スラスターAl．Aユ の連続噴射（アキシいし・モード）によって速度修正を行った後、巡   

航姿勢に戻すのが最も効率も良く、所要時間も短くて済むが、一般には前述の各種制約があるため速度修   

正時に探査機が指向可能な方向はかなり摂られる。この場合速度修正ほアキシヤル・スラスターの連続喝   

射とキセンチツド・スラスター（Cl＋C2、又はC3＋C4）のパルス噴射の合成によって達成される。   

このキセンチッド・スラスターによる速度偵正くキセンチツド・モード）でlま探査機の1スピン（6．3   

「叩時9．5秒）に1パルス（800ms）の噴射となるため、アキシャル・モードに比較して所要時間か  
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大となる。MS－T5においては軌道修正に必要なRCSの噴射を2可視にまたがって行うことはせす、   

前後の姿勢変更マヌーバーも含めてすべて第4可視中に終了きせることを予定しており、この点も最大速   

度修正畳に制限を招く場合が有り縛る。この軌道偵正結果は第5可視以降の軌道決定によって評価が行わ   

れることになる。  

3． 最適軌道修正方法の決定及び実行  

囲2に軌道修正方法の決定シーケンスを示す。まづ軌道決定プログラム（ISSOP）から得られる現   

在の軌道データが、軌道誤差解析プログラムくHOMAN：旦eliocentric旦rbit堕廻uvering pro8ram）  

に人力され、軌道修正をしない場合のハレーと探査機の最接近（tさ）における相対位置ベクトル振、t8に   

おけるハレーと探査機の相対速度ベクトル仏、及び軌道修正時刻（to：第4可視の中間時刻を仮定）から  

t一にいたるまでの到達搾鍍誤差に対する速度感度を表わすトランヅションマトリクスダが得られる。これ  

らパラメータに加え、人為的に決めた目標点のハレーからの相対位置ベクトル他と許容速度修正虚の最大   

値l△Vlmズ をインプットして速度憤正重、修正方向等の算出がなされる。これ以降用いられるソフト   

ウェアはPOPS（PFanet－A9Peration蔓Oftuare）と総称されている。修正圭、修正方向の算出は、許  

容速度修正重が小きいことと演算時間の短縮化を考慮して、ヂを用いた線型解析によって行う。具体的に  

はハレーに原点を持ち仏ベクトルに垂直な面（A－pla n eと呼ぶ）にl△Vlをパラメータとして到  

達点を表示レ、一方 黄道底意海中心に原志を持ち少‾】他に垂直な面（Ⅴ－P・lhrleと呼ぶ）を／、さメ・‥  

ル園上に大円として示すことによって、A－Plalle上で目標達成点を定めれば、速度修正方向をⅤ－   

plan e上において一対一に定めることができる。ここでA－pla n e及びV－pla n eを用いろ   

のは、これらの面上で目標点からの厨巨離誤差や、△Ⅴを考えることにより到達時別の変化に対し不惑とす   

ることができるためである。なおハンメル図上には姿勢決定、電力、熱からの探査機姿勢に対する制約も   

図示されており、これらを考直しながら速度修正方向が定められる。  

次のステップとしては、定められた速度修正方向の近傍をサーチして、速度修正方向への姿勢変更と巡   

航姿勢への復帰も含めた全所要燃料と到達誤差に夫々重みをっけて線型結合した評価関数（重みは任意に   

遥択する）を表示させることにより、最終的に実行する△Vを決定する。  

この結果はPOPS内のシミュレーションプログラムにかけて確認すると共に再度HOMANに於いて   

検証が行われ、線型解析の妥当性が評価される。  

検証を経て確定した軌道修正方法を実際のRCS噴射コマンドに書き下す作業が引き続き行われ、その   

結果．もRCS運用シミュレーションプログラムによって確隠がなされる。このコマンドは他のコマンドと   

合成きれて胞蟻から臼田へ伝送され、第4可視が始まった時点でMS－T5へ送られる。  

RCSの噴射中、探査機の姿勢は姿勢決定ソフトウェア（ADQL及びA【）S）においてモニタ，きれ   

る。一方所定の速度僧正が行われ目標軌道に投入されたか否かは第5可視に行われる軌道決定を待つこと   

になる。  
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主要作糞  

親革投人  

スピンダウン（120RPM→30RPM）  

○ 大場・地球捕足（∂5 ＝90・，βら缶900）  

KS C局トラッキング  
I  

UDS C局トラッキング  

軌道決定作業  

レンジング  
l  

スピンダウン（30RP両→6．3RPM）スラスタ較正を含む  
l  

姿勢決定開始  
1  

レンジング  
l  

軌道決定作業  

正
 
 
 

較
 
 

グ
 
ー
 
グ
 
 

ン
 
タ
 
ン
 
 

ジ
ー
ス
ー
ジ
 
 

ン
 
ラ
 
ン
 
 

レ
 
ス
 
レ
 
 

正
 
ミ
 
成
 
 

修
 
シ
 
作
 
 

道
1
正
1
ド
 
 

軌
 
怯
 
ン
 
 

適
 
道
 
マ
 
 

最
 
軌
 
コ
 
 

方法の決定  

ユレーション  

コマンド伝送  
l  

軌道偵正実行  

第1囲   運用初期 主要作業流れ図  
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＊：人間の判断を要する  

二丈ヰも］  

1  

1S S O P  

／＊  

Jrt．△Vmax  
POP S（△V解析7’ログラム）  

E 線形解析】  

1  

A－Plane   

〉－Plane  
maPPlng  

目標△アこ）（△V o．亀∂）決定  

領域F 内の △r←→△Y mapping  

P O P S（シミュレーションプログラム）  

審穿笠宗吾雪；巴 ＿ション  

キャシテッド・スラスターによる  
速度修正シミュレーション  

アキシ十ル・スラスターによる  
速度僧正シミュレーション  

巡航姿勢への復帰  
シミュレーション  

使用RCSの選択  

P O P S（コマンド作成プログラム）  

R C Sコマンドシーケンス計画  

軍2匡Ⅰ   軌道鳩正方法決定 シーケンス  
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6． 2  軌 道 一 資 勢 制 御 連毎 笹  

5． 2． 1  軌道 一 挙車多制御謹毒置 （A C E）  

∫．2・1・1 札卑  

ふ張五l‡」MムーTr   の軌通電卵価及佑奄脅データ計測と行ワう吾め  

の装置ぐあ 

ムホ1－′レもドライγL、魂専な電源電圧・別呼楕ち乞状給し．ふ磯盈○、ら可出  

力データあもい11、モニタ鴻う七郎推すも。 圭た．ジ11，ト入うスタの宅ぷ息寺  

ドラ1ナ桔号と虫カすち。 モり也lて．ニ⊥ユーテーシiンダンパ、えクー入手▼  

ナー．ジ工、ソト入ラ．スタのヒータとOH／Of干すち機能も存すも。   

ト ユ．1．2 鏡 花  
l） 木1－／し制御  

ハレーすい星の最低のた 
％ド保母す与ズ1菅わこ・あ与。 ヒ句、阜HS一丁∫・～ほホ了－ノレ巧釘範イラき±針ノアrβ巾  

にや息±世弓額絶盲試醸すi。ホイーlレの回鳥取は・ユ“将一守珊士 ヱご∂叩M り  

範屈て、イ生恵q回範敬盲ブロlソ7コマアドlこよ▼パ温良寸島。寵息は、a9も山ノJb；′  

の分郎駐屯もち、C、け～β．r夢「′れq埼在て絶息可育をそ・み名。  

ユ）ゾ1、ソトスラスタ制御  

碍全壊lて絡銭されていもいのジ1・ソトスラ入夕とトラり－’し・丁…乙の  

壊甘軌道等筍利得Pi行写う。  

。軌且足鳳別御  

。スピンし－ト制御  

。入ピッ印判衝   

このうち．入ピン軸別御lてついてl‡、）えのうっの別卯のわ£ゎご可能そ・あ  

ろ。  

。ナロ・ソつっマン「ドより．朝りイミンフ∴埠軋 釘放と設え  

寸も．  

。自動太暢輔軋も一ド■   



。陶戎サーナモード●  

7、tロックコマント■lり古Rc5制御モード▲lま．5「の7ttbり7⊃マンド  

モ設ぇされも。  

ぇラ入夕確村碩舟指えコー「ユ♭1t（王、ゾ工、ソトスラスタの制御化  

りの1リアt示丁。  

コード   

00   

01   

10O 

111 

メ モリエリア  

1  

2  

5  

ヰ  

位相プロ・γク鶉えl王．サソ／ヾ′レスから．ジ1ツト積打iぐの時哺と・再  

見ウロ・γクて・吸えすもい．ヰ周プロ、，フぐ放足すもいt崩えす与．  
位相クロック鶉え  

再見クロック（0・0…如才／Tいt）  

暗唱フロり7（7．才1仇j。C／1いt）   

1
 
人
U
 
 

この時の南及プロ、ソクtま、DcEから捨冷されち2はお王政申すら．ま  

、∴巨∴これら・の1トロ、ツ．7．1て・よも．て計ラ叫丁爪、≒J立鱒け∴寧し0▲qK G¢M亡   

M4NDヰヒ∫lこより、0－J∫∫j∫り哺ぐ吸えぐきも．   
漣鐘積射モードい〈ル入積射モー「11．B」OcK CoトイHA〟β   

丁のヰ∫8ぐ牧鼠する．  

1   見渡増村モードー  

0  パ′し入確紆モード●  

漣線種肘モー卜の時lてlま．8L OCK COH MA〟Dlの∫∫8p、ら   

B L OCK COHHA〟DユのL5βきご句1エビ・，トぐ枝村措掴と  

放えすち． この痛風、1ユ∫仇∫虻／†いt ㌣、0～Jlユ托Cさぐ吸  

えモきも。／で′レス喧射モートのヰlては、8しOCk：一COHト仁4〝D  

lの∫∫β．‘ざBぐ積軒′ぐルス幅と帯足し、7∫80、りLOcK   

COMト小＝VDユ句」SβiぐのJOビ・ソトぐ朝一回数（0へ10ユ5回  

）t設えすも。  

隠えユード  ノヾルス鴫  

0 0  100MScC  

Ol  ユ00h∫亡C  

lO  400榊ざ8C  

?11 g o o≠∫eC  

B L O C K C OMM A〟DI～‡itのヰ0ビットて・．lっのジェ   

ット利昭≠満足」・・きも。 AcEのコマント■メモリt言、こ几らのソ、1ツ  
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ト判坪と十鐘撮り7て・ト コマン「1りり．どのエリ7のジーェ・γト判  

呼モスクート丁せもい埼息すも・   

自動ふ暢痛見モード●モ・け・了キシ▼ノレジ■1・ソトとサン′ヾ′しスの出力丁  

れ巨タ1ミングー㌣各村し、大略再（鮎）♪∴ 900±3●lて収まいう  

tミスビン紳と削押すろ。 
． 

了千シ▼′レゾ1りト月ユモ碩附する．  
7千シ▼′レジ、工、yト月†と斬丁すも。  

ジーl・，トま村t痔上すも・  

前の水根封景辞する。別野中ぐあ肌仲・ての  

ii線行すろ。  

50 く如く曾70  

？さ○ く鋸くり∫○  

曾？0  

870  

／
 
d
T
－
 
 

〇
一
 
〇
〇
 
 
 

′
ヽ
 
く
 
 

∫
 
 
∫
 
一
〃
）
 
タ
 
 
 

く
 
′
ヽ
 
 
；；；：）  9／○ く タ∫  

ただし，入ラり痛打ヰ恥‡－30丹仇で・、200帆∫亡⊂・‘■3rpm‾㍗一言・・  
100≠∫eClこⅧ菅とも． この切替とlT、AcE内申一色如91て行甘う。   

自動太略舟姥軌てt王．ユ■「のすンセンサ＜・y卜（AヒB）の柁ラモ雨  

音笑取り込み、どちらヵ、一オのセンサの絶好内lてのみ大略♪（牒霹してい  
も痛心lま．モのセンサ句繕う乞造次L・両オのセンサ○ご大略t叔とてい  

ち塙谷lてl壬、コマンドぐ鶉え！九ていも乞ンサの婚うt使）。  

姐戎サーチモー「ぐけ、サンバルス洛生のうイミンケZ ・キー  

ン〒ィドジ㌧・ソ トCl、C，t同峰lて100け．批如才すも． このジー1ツ  

ト別御lこより．入暢オ向や、ら見てC一灯オ向【ニスビン紳○ご回虫する。 こ  

の回転し－トlま・占・3トP仇埠lミ、  38dり／伽C ぐあろ。  

地球サーナモードの最中丸塙如ご、？00 ±50の絶留と逸脱Lト場合  
lては、人格吋凰を並行して行7う。  

一センサデータ地租  

モモほ、スターセンサから勺ス9一′ヾルス、スト7ナロブー桔弓  

勺
′
 
ハ
し
 
 

入
 
∧
H
鼻
－
 
 

lT．サン′fルスヒふ入クー′ヾル入の碕喝同格い五胡データヒし」入  

7ナロ7J桔う電卓とA／D史換し．鯛ちさのデータヒしいlろ。  

七  

夕  

スターパ㍉レス1佃lこつl・て繰られちデータユ4・♭；t（如81‘♭盲t．  

叫もさ曾♭；t）も最大32チ9取得し、モの牧  子しメへタほ通すも。  

l血相データlて「いてけ．WH亡Eしの回転時、停止時ヒて・甘利クロ・，  
クモ切替もも。 WHE EL国幹吟lてlエ．1ユ旨トhのウ□・，7とか、  

停止時…・ヰ0？‘H呈 これlりリー  

． 
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連続増肘モード■  

メモリエリア   暗紆射離†瑚ケロック指え  

つ、一口・ソ フコ マ ント1  

漣続積附吟唱  
∫J8  しSβ  

碩肘何故  

ヨ印  L印  

丁一口ッ 7 コマ ント‾ユ  

ス ラ スタ  ス ラ ス タ  

絹えモード 滝えコード  

⊥「 ／、   モードーー10叩→コー「■■l■■の入ラスタモ・0卜J  
モードーー01■’ぅコード川0りのスラスタとON  

モードー’00”→套翔  

モー「－’’11－→薫劾  

ナロ、ソ フコマンド3  

嗜好捷神  
目58  才∫β  

T Dッ 7 コマ ント一年  

確射止祁  

9‡8  Uβ  

7’ロ・ツ ワ コマント‡  

回∫．2．1－1ゾ1、ントスラスタ制御りてののアロ・γ7コマンド  
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∫．ユ．1．3 ′性 絶  

電気的雌花  

りコマツドt  

A c」Eぐ使吊すろコマン「’Aひ・ぞ。塊亀と泉J・ヱ・1－11て示す。   

2）テレメータ7才 一マ、ソト  

4cEかち出力ご爪もテしメータデー タりフォーマ、ントモ着ぎ．ユ・l－   

ユlこ示す．  

3）ホ1一ル糾仰木  

回転放線え乾田  

回転数設ぇビ、ソト故  

国転教破丸頻度  

唇え反  

応各庁哺  

ホ1－′し戒温存鯛1  

ホイール減速吟鯛ヱ  

2000ト叩土300rF仰  
1占 ♭；t t  

8・05■へ0・OP rFM／1♭  

土0・1？rp仰以7  

7ノ外以内  

（0ドア川う8壊し－ト土1スi㌣）  

‘朴以何  

（ヱ00C rpM→51ユrp川）  
丁 ユ分土5ガ、  

（51ヱ「叩→0卜PM）  

ヰ）ブ1ツト別間条  

ジーェ．・ツト別御メモリ風量  

積射止祁カウンタフD．ソク  

ヰ射揉手8設ぇ免田  

漣施確射ヰ喝設ぇ範囲  

逆縁碩射時間放免埼及  

′ヾルスP有村ヰ礪  

パルス積折田放談え免田   

幻導勢データ計利  

コース丸暢丙データ  

771ン大略丙データ  

スター暗祁データ埼度  

スター明与さデータ  

ヰ0♭itX4  
角度クロ・yフ 0・0㌢79佃  
時間フローソフ 7．冒1加ざ巳C  

Oへ占J∫3∫フ ロッ7  

0～∫lヱ ∫eC  

7ユ∫伽ざeC／1♭it  

lOO叫∫亡C，ユOD一ホ∫eC．  

ヰ00竹∫eC′ 曾00′札∫eし  

0へ10ヱ3 回  

曾♭；t デしイコート●  

CO5桔5   曾♭；t A／P  

SIN繕う  一才♭1t A／D  

O・00？∫Je甘／1♭1t  
曾♭it A／D  
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り頚骨電力  

十1ヱV  30偶力ルー  

†  

計 丁．ヰ3V以下  －1之ア  3 ざ凧A  ー
ト
 
了
 
了
 
 

以
 
血
 
涙
 
 

十 Sγ  

十】JV  

．
A
．
月
 
 

叫
 
仇
 
 

（
U
 
（
U
 
 

－
j
 
」
ざ
 
 

l
 
l
 
 （ビーフ時のみ）  

この他lて、A CElてlま、十B US、十ユ曾Ⅴ智頭正人力丁れも♪∴篭れら  

lェ．ヒータ、サンセソサ，スターセンサ．ネイー／し・ジ1・ソトスラスタて・・  

消音ごれち．  

承能的止能  

り斬れ  

l曾0ニ肌X2午OLルXl之7エ仇   

力重量  

4・・即 k甘・い（UCJ■■・’一を食む）  

宇宙稗曹研 二宮珂乾生  

日 本 電 気 ㈲   
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最J．ヱ．1－1 ACEコマンド■J負目（l／ユ）  

コマン「鎧級  コ マ ンドI   

A cEの電頚to〟すも．丁モT制御メモり  

i浦去すも．  

A CEの電源とOF Fすも．  

∫A5－Aの官諌言0〟すも。∫AS一月巧  
データ互選押すも。ケンペルスC月LとOFFする  

A C E－O N  

A C E－O f F  

SA5－A－O N  

S／lぶ一－8－ON   

∫A S一 

S A5－A－O F F  

5月S － β－ O F下  

S Tざ －O N  

S T5－O一千  

I WHEどしごROTA T10N  

W H EEし一ST O P  

W D E－ OF干  

R CS－C O NTl－S TA R T  

R CS－C ONTユー5TA R T  
R C S－CO NTち 一5TA RT  
R C5－COトJT4・－5TA RT  
R C S－C（〉N T－ST O P  

S UN－A CQ uIS－ EN  
5U N－A cQJIS－ DtS  
E A R T H－ 5E A R CH－ ∈N  

SA5－B功専務をONする．∫月S－Bの  

データと選課すも．サン〃′レスCALモOFFすち．  

5月5－A．ご；A5－8qデータと賛止し．  
似サン／丁／レスと発iすも  

S月S一月の専務をO f Fすち．  

5月5－Bの音源とOfFすも．  

S TSの専頚とONすち．  

ぶTS句電源と0下Fすち．  
wl）E／‾再wAの専務と甘NL．㌻・凛イニ′し吏  

口達すも。  

WHEE Lの減速と頗臆する．  
〟Dモ／MWAの宮森モO下戸する．  
ジ1・，ト列即メモリのエリ71q内患、lて線，  

てソ1・ソト別邸と綿飴すも．  

エリ了ユの内各lて絶，てジェ・，ト劉卯と鵬恥  

1り73q内ふド灸，け●むソト制卿モ嘲飴すろ。  

エリ了年の内各に徒，てジ1ワト制御と褐舶する．  

ソ工・ソト制御も晴上すち。  

自動太暢椅凰．互鯛惰すも．  

白勧入時痛風別間と停止すも．  
地球サーナモードとEN月B L亡lミすち．  

P P Uから の0〟E w E E K  IM＝ER  T
 
ヽ
ノ
 
 
 

佗ちlりり杷戎サーチと嘲佑すち  

地痛サーチモードもPISABLEドすも．  

R C S別仰のRのの7一口・γクコマントと入力すも．  

れイー′し回転数放えのたののナロりクコマン  

亡A R TH－5EA RC H－ DIS  
8仁一EタイA8・L E一午  

B C－E NA8L E一言  

t入力  
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泉∫．ユ．1－1 A c亡コマン「頬白（2／ユ）  

コマンド  コ マ ン   

スタースキャナーの入ビンし－ト放え、スレッシ  

1ル「レベル報えのたのの7一口「′クコマン「i入  

B C－E Nノq8しE－・ら  

RC5糸のラッケソブ′く′しγ月号絹く。  

RCS泉のラッチンγ／いレナAと璃じも。   

う・，ケンクーパル丁－カーOPEN  

ラ・ツケソクー■／てルナβ－⊂LO5E  

ラッチンアベノしナB－OP∈N  

う・ツケンフー／ヾルナB－CしOSE  

托せヒーターON  

の
 
 
の
 
 

i
小
も
小
 
 

S
 
5
 
 

′
し
 
（
し
 
 

R
 
【
K
 
 

うりテンゲ′てル丁βと鯛く  

ナンアペル丁βを明じる  
l
一
7
 
 ツ
J
官
〕
督
 
う
 
 
 

軋
配
 
ス
 
 

の
 
巾
 
 

の
 
 

も
小
ゑ
・
i
小
 
 

ぐ
）
 
S
 
S
 
 

（
し
 
C
一
し
 
 

R
 
R
 
R
 
 

す
 
 

‥
N
 
 

O
 
 
 

t
亡
 
 
 

∵
 
 

ヽ
Y
ノ
 
 

＋
 
 
 

亡
 
 

の
 
の
 
ス
 
 

乙菅ヒーターOF F  ヒー ター とO F F －る。  

夕′〈、／レナのヒーターと0〟する  

夕べルアーのヒータ ーをOFFす  

／†ル丁ヒ ー，一 O N  

ベルナヒーター0下F  

ろ．  

RC5泉のタンつのヒート宣OJJする。  

RCS缶のタンクのヒーターをOF Fすろ。  

RしS粂の触媒月のヒーターとONすも．  

RCSゑの練喋局のヒーター互0下下すも．  

S T5のヒーター（lO町）とONすも．  

S T5のヒーター（∫w）とO付する．  

5T5‘りヒーター互O F Fすも．  

N Dのと一夕ー宣0〟すも．  

N Dのヒーターt O F Fすも．  
βs＝岬士3●盲イ翠ち布から．Å陽に．向かフて  

CC〉V三石向ヘ ヰ．S●スピン軸盲回転てで呑．  

8s＝qOO士う○盲イ簸ち巧か5．大喝tこ向灯，て  

CW方向へ・ヰ．5－スピン軸七日乾了せも。  

0∫ミ100士30富根出し 尺CS T□・ツつ⊃マントlこJ5  
制御盲幾ノ判郎＝こイ車上丁せさといラ鵡能  

（R⊂S AuTO STOP磯能〕盲動イ乍てでる．  
RCS AUTOSTOP寸埠能モイ坪隙7さ．  

クンフヒーター0／イ  

ラン？ヒーターO F F  

スラスタヒ ーターO付  

入ラスタヒーターO F F  

ST5ヒ．一夕ーHIGH－O N  

S TざヒーターL OW－0トJ  

5T5ヒーターO F F  

N Dこ一夕一O N  

D仁一ターO F F  
㊦りANEUVER ON  

○卜1ANEUVER oN  

RCS AUTO STOP ENABLE  

斤CS AUTO STOP DJSABLE  
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急ぎ．コ．1一之 月CEテレメータデータ（F o RM月丁 ヰ）（ソ3）  

F＋付し   F十吼十1   Fヰ仇十ユ   Fヰ≠十う   

Wユ1  

Wユユ  

い／ユう           RCS別辞P   RC5制御   RcS別御   RCS判l坪   

W珂   メモリデ」タ   メモリデータ   ズニヒリデータ   メモりデータ   

WユJ  エリ了l   エ．り7ヱ   エリ 73   エリ7午   

W（  

l〟ユ7  

長さ．ヱ．丁－ヱ 4cEテレメータデータ（2／ま）＿  

下ヰ〝し   Fヰ仇十1   F午仇十2   Fヰ仇十3   

l〝2l  埼5A5－∴；仁N   粗．5月5   5A5 －5JN  

帆／ココ  

〟ユヨ  5TS温点   右1一／」電嵐   ホイーJレ韓呈  

Wユヰ  久子4タス  円仁S草ニ9／訂Sモート   封∴レ態丸   

Wユ∫  5TS波高1且  風車え歓   5TS波高岨  

Wユ‘  ∫TS眩胡   ふト′し軌範牧   

帆／ユ7   モ．ニア   

友吉．ユ．1－ユ A cEテレメータデータ（3／5）   

fヰ帆〟l■   干ヰ仇十l勅十   千年≠十ユWlヰ   

B。  Ac E － ON／0下 戸  RC5財坪ON／OFF  スラスタヒータ  ON   
Bl  5AS－A－0〟／OFF  人格碑凰 ON／0寓F  クンフレタ 0〟   

‘8ユ  5A5一β－0〟／OFF  戎碕促．Eり／Dl∫  ヾ1フ。ヒータ ON   
β3  STS － ON／oFF   兜廃嫡一握．ON／OFF  ／ヾ山丁▲亡一夕 ♂〟   

B十  WDE－0トユ／OFF   iSAS選択1（CH工））  ST5一 ヒータA o〟   

BJ  んHEEL急減洩ON／bFF  一sAS選′玖Z （ぐHD）  ST’S トタβ ∂〟   

βふ  ライニウ）ヾ’JレTAopEN∧LOSE  ≦sAS畳択仙TO 机  NDヒープ ○〟   
B7  ラッチニウ1r■レ丁β 

opE山々し05E  亘csAUTOSTOPENル′S  iSP心slれTUS（7・Srp”示）   
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5． 2． 三≧  モーメニノタムホイーノ】レ  

くMWA ／ C L A＞  

‡・2・2・1耽 阜   

本装置は、スピソ紬オ向ド再連動食も発生手せろのlり臭わ爪も、卒勢別仰のた  

のの7フナュエークー㌣ある。  川S－7∫‾  ㌣l工、ロⅤ  ドよちノ、L一組  

入ビンし－ト  tO・ヱrp仇lこ煉っのlて申し、られち．   利モー   

ミュト絹ン巾叫  

ぎ．ニト．2．2 線材  

本渡置lま．フライホイールヒ号れt駐勧すらモータから成もも－メンタムホイ  

ール7セ・ソナリ（MW月）阜び、モれとドラ17■●する「このの電き装見であるホイ  

ールドライブー一装置（wDE）いら碑戴ごれる．  

F．ユ．2．3 橡陀  

MWA／吋D已lま・T乾の埼籠tもっ。  

U）HwAl事・ての回軸方向ドトルクモ発生丁せ．王卜乱逆勧量のストし－ゾ  

乞行なつ．  

（ユ）NDEほ∴ A CEからのホ1－′し別御招ちlて比例したトルクも発生すちよう   

lこM〉〉A t別即すち。  

（3旭転牧と示す丁月CHO－P ULS Eと出力すも．  

（ヰ）温度・ホ1－ル電ラ瓦．ホうール電圧のモニタ橘う互出かすも．  

5，コ．ヱ．4・ヰ皇 一陀  

（l）物理的′性能  

ホ1－ノし回転駄抱囲  

ローター即・F臥生モーメソト  

角通知量  

発生トルク  

モータ ー  

頒えトルク  

ユ000「pれ：ヒ300トPれ  

0・0叩うZ6ヰ k訝佃戸  

ユO N仇S（ZOOOrpm喝〕  

0．0∫N仰．以上  

DC T■ラシレス■モーター  

0．017〟仇山下   
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回転才向  

内通観音オ向靖凍   

（ユ痺如勺壮絶  

ト／し？椅漣  

韻骨電力  十ユ曾丁  

十1ユγ  

－1．ユア  

C CⅣ（H〟月払付向いノ見「て時）  

取付句垂丘オ句lて汀し 

0．0丁 〟仇／1v olt  

土∫w以下（こ√－7吋）■  

∫W以下 （凰帝措）  

0．1∫Wリ人下  

0．1∫町yぺ下  

（5磯城的壮絶  

外彬・寸うぇ  

魯量  

回J．コ．2－1  固∫．2．2－ 2  

7・3？ k冒  

1・06k冒  

MγA  

〉V D E  

、‾－－J  

宇宙科号研 二宮巧見呈  

日 本 電 気 哨）  

三 色フ。レンジユ ソ 味）  
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6． 三⊇． 3  1ノア クショニノコニ／ト 亡コーノ】レ装伝旨  

くR C S  ）  

1． 概 要  

RCSに対するミッション要求において従来の観測ロケット用，及びM－3S用サイドジェットと大き   

く違う点は、長期保存（寿命）性（約1年以上）と軽塵化並びに高信頼性である。これらの要求を満足さ   

せるため燃料にはヒドラジンを用い、供給系の簡薫化、スラスタの性能向上及び配管系の溶接化を基本と   

して設計を行った。その概要は次の通りである。  

（1） 燃料供給方式としてはブローダウンによる圧送ガス方式を採用し、ヒドラジンと圧送ガス（窒素〉  

とをプラダ一によって隔離し同一タンク内におきめる。 

（2） 6基のスラスタを3基ずつまとめてエンジンモジュールとし、・一方のキンジ・ンモジュールでも要  

求性能を満たせるよう配置した。  

（3） 配管もま遠心力方向に対し液滑りがないようにレイアウトし、溶接継手により洩れに対する信頼性  

向上と共に董卓軽減をはかった。  

く4） 部品のレイアウトは重心をシステムの機何字的中心に∵致させるよう対称に配置した。  

2． システム及び樵退  

2．1 システム  

RC Sのシステムは押ガス（N2ガス）系、燃料（ヒドラジン）系、エンジン系、ヒーター系及  

びセンサー系からなる。そのシステム系統図を囲1に示す。  

（1）押ガス、燃料システム  

重量軽減と信頼性向上の観点から窒素ガスとヒドラジンとをプラダーを介して1つのタンクに  
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まとめ、従来の圧力調整弁を省いた謂ゆるブローダウン方式としている。この方法は燃料を消月   

するにつれて圧力は下がり、燃料流量が減少、燃焼圧力も下って発生する推力は小さくなる不利   

な点があるが重t及び信頼性の向上の利点が大きい。  

（2）エンジンシステム  

エンジン系は6基のエンジンを3基ずつ2モジュールに分け、1モジュールでも速度調整、ス  

ピン調整及び角度調整の操作ができる。即ちデグラデーションモードが可能な方式としている。・  

（3）ヒーターシステム  

ヒドラジンは＋5℃－＋白0℃の範囲で温度制御が必要である。低温■は凛括防止より、・又高  

温側は安定性よりの制限である。一方スラスタは安定した燃焼特性を得るため、作動開始前に、  

分解室退度を100℃以上にする必萎がある。この淀度制御のため、タンク、配管、電磁弁等の  

絨ライン及びスラスタの分解童に加熱用のヒーターを設けている。  

（4）センサーシステム  

タンク、配管、電磁弁等の涌ライン及びスラスタの分解墓には泊虔管理のための温度センサー  

ニ叫  を扮けている。又、押圧の低下及び残燃料の監視のたあ圧力センサを設けている。こhらの情痴・1－ 
はHKデータとして人手する。  

、＼ 八一l：  

2．2 機 遭  

（1）全体   

（ア）衛星システムのレイアウト及び組立に間する要求からRCS全体を1モジュールとし、且つ  

幾何学的中心に閲し対称な配置としている。囲2に示したようにRC Sは単体のサブシステム  

としては剛な構造となっていないため、その組立、輸送、衛星への組込に閲し、以下の方法を  

採用した。  

（イ）工場での組立は、衛星機体と同一のインターフェイスをもつ組立冶見上にて行いそのまま  

専用コンテナで翰送できるようにした。  

（ウ）衛星への組込はRCSを分解することなく組立てたまま吊り上げが出来るように工夫した専  

用の吊冶員を用いて行う。  
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（・2）タジクモジュール  

対称性の要求からA，Bの2モジュールを有する。タンクはチタン製で内部にプラダーを内蔵、   

溶接シールしている。タンク各1個の容量はヒドラジシ5．13史、壷手2．90見である。又、  

タンクには加熱用のテープヒ一夕■－及び温度センサーを貼付けその上をアルミ薄着マイラーで巻 

いて断熱している。  

衛星のプラツトフォームへのタンクモジュール取付けは高さ方向の若干の垂心調整が出来るよ  

うに多少配管にフレキシビリティーを設けている。又、取付部は集中荷重を避けるため6ケ所と  

している。  

（ニ3）エンジンモジュール  

A‥ Bの2モジュールからなり各モジュールは3基のスラスターとフィルター・、ラッチングバ  

ルブ、テストポート、注液ポート等をアルミ製フレームに組付けた形状となっており、タンクモ  

ジュールと配管系によって接合されている。  

スラスタはヒドラジン分解垂、ノズル、取付け那、並びに電磁弁等からなり主な材料はハイネ  

ス25、ヒドラジン用触媒はシェル405である。スラスタの分解室及び電磁弁には加熱用のヒー  

ター及び温度監視用の治産センサーを設けてい・る。  

3■基のスラスタのうち11基は葡星のスピン軸方向に経みが得ふれるよう職付け耳増・り、l他の：惣   

基は衛星プラットフォーム平面上左右に30度の角度をなし、且つ推力が重心線を通るよう約2  

0度の仰角をもって取付けられている。注排気弁と注排液弁は各1個ありA，Bモジュ丁ルに分  

けて対称位置に配屈している。注破及び注気作業は、衛星のウアクセスドアーを通し地上設偉か  

らの配管を接続して行う。特に注排気弁は媚科を2つのタンクに均一に保持バランスできろよう  

に、・吐気後2つのタンクの空車系を遮断する機能を倫えている。又、テストポートはラッチング  

バルブ下流から電磁弁までの気密検査等に用いるため設けられている。  

3． 性 能  

ブローダウン方式であるため性能は燃料の消員に伴ない変化する。ここでは打ち上げ時とミッション末   

期の主要性能を示す。但しミッション末期として、残燃料が0．5kgの時点の憶をとった。  

なお本義は機体重量137kg、燃料搭載10kg、Z軸慣性モーメント3．061kg・巾・S2 として計算   

したもので、衛星最終実測個とは若干異なる可能性がある。  
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∵」  
＿」  

凡一例  
旦u－‥昼旦些旦ムぜ   

T－∵温年七川 

TP二二ちと宣二L  

浪亙墾旦   
‥＝‥－－ N一がス別こ琶   

■－－・－ ヒーター  

凰IRGSラえテム系統図  
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蓑l  RC S 主要性能  

Nomen－  

1tem  chture  

∪両tぶ   くno扉nqし）   

し Thrl⊥St   f  k管   0・ 0．J‘g  

2∴Tot山・1mpuしs8  1t ka・S  J500  Av山d【eIt  
ほe5idu8L旬e18．5短）   

3・PropeしL8れtWe小【  坤・kl   】0．0   l．2占ら  

4．A亡亡eLer皿trOnForce  ■ ト k才 0．ら・  0．33ム  AxfdL T加uster   

5．Pre〔びS血Tbr如巳  有 短・m■  ■ 0．J∂7  0．JO5  AxiaL Thruster   

ム・Spin Tb「研e   罷，kJ・m  0．J∫柑  β．085  Cdれt占dthruster AnL8jO●   
9   

7， 
V Cγsl  4t拍  う．－5砧  仙Ⅲ＝油汗胱扉t  

肌血＝Jj7k牙   

g．心糾tar促しociり   
fnJtJ山間8m即tOf  

Ofprece5si8月   
8  乃   ト10・  ，0．G45   1机汁t施工富；3．0‘J如m・5－  

J8rpm   

†SFiり∝eLerat加  再 

C耶正ed・■thru∫わ「臣〔ヱ   

JO・Pr巳Ce5S血¶鴨Ue  丁∂・，怜・m  0．0らほ  β．054ム  

廿帖¶imum P止弛  △t〝l■ ■∫  0．JOO  仇＝川  

J？・♪代CeSSionA吋e  △白？   
0．22   

心血1thrust8r 
Per P【▲be  0．J2？   

Jj．Ditto   
払ハted鵬れuSt打（けぐ～  

A8  d  0．J8   8．JO   d占・3．「叩＝叩．Js   

J4尺亡S D中仙押  W  k計  JO．0   JO．0  

Jエ‾hnk Pr亡5£ur8  PI 物誼  2（）．0   g．8  鵬50山血 P「eざg．   
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畠．2．4 ニューデーショニ／ダニノバ  

（ N D  ＞  

∫．二仁．4．1 釈尊   
÷1一号ーションデ、ンパ（以下NDヒ略称すも）ほ．MS一丁∫  の奄努  
富精度‥専■ぇ丁せちたの－て、蟹勧制動オ式lてよちこ干一千ーショバニソピンデ  
魂絶と有し、－NPlこ打入され巨作動患吟の助tり，て工れギ㌧と浦放すもも  
の ㌣あも。   

す写」hちト＝Dは．卒那り御患わ■蕗城磯風の1うとして、外軋ト′レフ・別卿トル  
ナ手．りり鰭境川ち癖星のニ1－〒一シユン且知邑鵡丁せも吾わlて冬漣同期  
河ド山一く，てNDの工木ルギ㌧消散tてよもノヾりミ′r・ニ1一子ーションデ、ン亡－ソ  

フ、、と喫行すも。  

MS一丁∫  で拝、スピソ紳lこ垂且な面何て円夜型ニ1一〒一ションデン  
ノわ色乙宣し、丁らlて㌻ンバのトぐとスピン細々、らオフセット丁■巳・有知写減恵痺  
′蜂を待ていち㌔  い‥．．，．  h 仁・、‥  〉」い：、．∴・、．い．1・  

皇．ユ．ヰ．2 橋戴   
ニ1一千ーションデン／（lエ、円積恥町人餅肌付フィーソティ ンクー与PA－ぴ’・作  

句流体い）歳旦されも。  

け円環部  

使同材料  7′しミ各金  

円頑経  ¢3冒0肌肌  

用管内徒  ¢ユ0仇叫  

円管内虐  1肌帆  

ユ）封入帝  

政弔辞杵  了ルミ合金  

封入法  具色好入  

5）取付フ1・γティ ン7い  

政市材杵   1ポキン頭領良  

取付歯叶  7丁テケ  
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シリコソ才イノし  

0．曾r（ユJO 亡）  

1．；cざt（ヱJO c）  

J・2・ 

J）物理的′性育邑  

成東暗足数  

千一じ・角  

材入せ  

り－7卓  

ユ）ヒーター   

‘ヒーター砥坑  

硝骨電力  

3）埼端的椎絶  

外彬・寸法  

電卓  

占サ土ユノか  

ユ∂亡13さ．‘○（充てん牢 37ク乞）  

I3 9．2±0．一 2cc  

（ユJO亡 Fメ10‾】to什り人下）  

1・0αtれ・cc／阜 以下  

曾る・．7兄土10％  

4・占Ⅳ（BU5電圧 ユ0V－）、・、  

固J．ユ．4－1  

5†Z 爵「以下  

字包紳尊研 二宅析見皇  

8 本 電 気 錦）  
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6＿ 3． 1  太剛旨セニノサ くS A S）  

∫．3．†．1ボ乙草   

本汲畳は新星スピン軸ヒム時の甘す角度と利息すろス亡。ン型島錆良人略センサ  
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た吋ド発生すらサンバノしス【エ・スラスター積射のタイミングの基準．スピン周期  

の判えなどlて弔いられら。  

5．5．1．ヱ 徳武   
①Å暢センサ電岬  「  ユニーソト 1  ユニ・ソ ト ヱ  

巳ンすヘットt cL†  

センサへ、ソト chユ  

マウンチトンクー丁’D、ソ7♯1  

マウンティングー7“ローソク♯ヱ  

了ライメントキューナミラー  

◎ 太陽乞ンサ 色ン  

岬「  †  

1台  

（センサへ・，卜権威図を固5．3．1－11て示す）  

F．3．ト 3 主客一生絶   

主要′塩花t沈下lて示れ   

① 粗野角 一∂JO～十曾‡○〔確杢舟木並面ド付し）  

Ll†PiO ～－＋30  
kユ 
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±ヰ00 ～±占午○ …・▲・ 0．ヱ∫○   
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して才且呈すもクー∫γスエch  

⑳ 7ライメント センサへ、γ卜の先細lて打L O■ 奮サの精度の7うイメン  

トミーうーと頒布する。  

⑳ 電源電圧   

⑳ 頚骨電力   

⑧ 完叛条件  

ヱ雷v土10光   

1．2wれ久ズ （0．占W／1c k）   

い皇妃維奇遇度、保存温度）  
電気部 －300c～十‘00し  

センサ朝 一∫00c～十曾00c  

⑦ 外形寸法（固J．3．1－ユ，固J・ヨ・て－3 各級）  

電気部 70jズざ？x？3ル≠  

センサ畢．70∂X TヰIX7ト午肌≠   

⑩ 盲竜  

宮軋野 島07才  

tンサ申J？？計  

宇駄科学碑 二宮研見呈  

8 ふ 電 気 碗）   
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⊂＞≡ご71三二⊂T⊂⊃RS  

釘5、3．1－1入協セン％セイヘッド御  
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5＿ 3．2 スタース・キセナ くS T S＞  

J．3．2．1 晩冬   
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と利用して冬色とスキャン亨せも。センサの楓軌ま、Ⅴ与酌のスリット戎ドワ  
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稗史急告l‡．シリコン半導体と用いてあ、り、感度lT、フナトマ′レナ7。ライヤーtて  
FLベて低いつ：、高風は綾嗣せす、塩即恥入暢忠相風こ灯しても・痺別甘味或  
lェ千草ぐあち。  

∫・3・ユ・ユ 機 能   

本装置l‡．T号乙の機能tもつ．   

U）星と碕捉しトタ1ミソフ■と示すスターパルス．及びモの星の8月うTモネす  
了ナロフ一宮厚も虫カすも。   

¢）スレりミ′コルト披見のコしマントl＝tJ． 

ドしべ′しt設えすろこじ○こでき、モのレべ′レ以下巧スターベル入の埠カえ  

禁止すもこい：可能㌣あち．   

β）スタースキャナーのヂ〒ブタ前掛の過度＆げ．電源ON／OFFモニタ桔  

ちと出力すも．  

J．3．2．3 ′性青む   

U）た学的壮絶  

粗野  

線虫等級  

幻F．3．2－1  

カノ ーナス（－ユ0－c－十ヰど●c）  

十1．之草紙（十ヱ00い人T）  

5～∂一押し，C．ほ－0・2冨 rpれ  

（1化タ 〟一・9ん／b打切り替え）  

2．∫ア王0．∫Ⅴ （カ／一っ■入）  

土0・ユ∫専臥  

土0・∫d亡牙  

0・‥de牙（jr）  

ロ・TJe才（うF）   

スピン レート   

入）一了ナロア卑属  

スターアナロフ●■電昆蕎麦  

スター′ヾル入絶対止胡鰻真  

冬パ′レス咽の位相変動阜  

（推音lこりもq）  

最終的甘他郷教え く劇止絶）  
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拉）電気付注隠  

頚骨電力  十三宮ア  ユ．O叩頭下  

ク  

即機械的技能  

叶耶・寸法  固J・∋・ユー王  

宮号  ST5本体  ユニ 7k争以下  

マウソテ1ソ7、イロ・ソフ  ト1k計以下  

A＝1Z（＋1・0，－0）’一Elev己ti研FOVpfA slit  

8＝12（十1・0・瑚●－Elevaいon 

C＝14！0・2●   －Ang－e bet㈹剰1A5＝t optjcalaxjs and spln ax汀  

Dコ14！0・2－  一山gle between B sl†t optうcalaxis and spln aXうs  

Eミ25・0！0・2・ －Ahgle betweenAslit andproJeCtion of8slitonto¶erjdian  
F＝20＋0．5●  －lncljnatjon of8sl圧  

包5．∋．Z－1 ス勺一スキャナー祖．野  
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